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青空のもと爽やかな汗
　5月から6月にかけて、豊田小学校と各
中学校でそれぞれ運動会、体育大会が行
われました。（関連記事：2〜3ページ）
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　5月31日（日）には豊田小学校

で、6月6日（土）には各中学校で、そ

れぞれ運動会・体育大会が開かれ

ました。
　当日は天候にも恵まれ、会場と

なった各グラウンドでは、児童・生

徒たちが、リレーや大縄跳び、二人

三脚などで走って、跳んで、転んで

と、白熱した競技を展開しました。
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そ れ ぞ れ の
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な
ぜ
設
置
す
る
の
？

　

全
国
の
住
宅
火
災
に
よ
る
焼
死

者
が
、毎
年
千
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

そ
の
多
く
は
就
寝
中
で
、火
災
に
気

づ
か
ず
逃
げ
遅
れ
た
こ
と
に
よ
る
も

の
で
す
。つ
ま
り
、火
災
に
早
め
に
気

づ
け
ば
、多
く
の
場
合
は
亡
く
な
ら

ず
に
済
ん
だ
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、住
警
器
の
設
置
が
義

務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
住
警
器
の
設
置
が

義
務
化
さ
れ
て
か
ら
の
二
十
一
年
間

で
火
災
に
よ
る
焼
死
者
は
約
半
分

に
ま
で
減
少
し
ま
し
た
。

種
類
は
？

　

住
警
器
に
は
、火
災
の
煙
を
感
知

す
る
煙
式
と
熱
を
感
知
す
る
熱
式

が
あ
り
ま
す
。ど
ち
ら
も
自
動
的
に

感
知
し
て
音
声
や
ブ
ザ
ー
で
火
災
を

知
ら
せ
る
も
の
で
す
。

ど
こ
に
設
置
す
る
の
？

　

天
井
ま
た
は
壁
の
上
部
に
設
置

し
ま
す
。

　

設
置
場
所
は
寝
室
と
な
っ
て
い
ま

す
。寝
室
が
二
階
に
あ
る
場
合
は
階

段
の
上
部
に
も
必
要
で
す
。台
所
に

は
設
置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、設

置
し
た
ほ
う
が
安
心
で
す
。

　

寝
室
に
は
煙
式
を
、台
所
に
は
熱

式
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
こ
で
購
入
で
き
る
の
？

　

住
警
器
は
、ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
や
電

器
店
で
四
千
円
前
後
で
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。購
入
に
あ
た
っ
て
は
、品

質
を
保
証
す
る
マ
ー
ク「
Ｎ
Ｓ
」の
付

い
て
い
る
も
の
を

選
び
ま
し
ょ
う
。

安
価
な
購
入
方
法
は

あ
る
の
？

　

安
全
推
進
と
大
量
購
入
に
よ
る

価
格
の
引
き
下
げ
を
目
的
に
地
域

で
住
警
器
の
共
同
購
入
を
実
施
し

て
い
る
地
区
も
あ
り
ま
す
。

　

共
同
購
入
に
つ
い
て
は
、赤
磐
市

消
防
本
部
予
防
課
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

悪
質
な
訪
問
販
売
に

ご
注
意
！

　

近
隣
の
市
町
村
で
は
、住
警
器
の

訪
問
販
売
に
よ
り
高
額
な
代
金
を

請
求
さ
れ
支
払
っ
た
と
いっ
た
被
害

が
発
生
し
て
い
ま
す
。十
分
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

■
被
害
例

　

作
業
服
を
着
た
男
性
二
人
が
訪

れ
、「
住
宅
用
火
災
警
報
器
が
義
務

化
さ
れ
ま
し
た
。設
置
し
な
い
と
罰

せ
ら
れ
ま
す
よ
※
」な
ど
と
購
入
を

強
要
。代
金
一
万
九
千
円
を
支
払
っ

た
も
の
。し
か
し
実
際
は
外
国
製
の

安
い
も
の（
千
六
百
円
）で
あ
っ
た
。

※
罰
則
は
あ
り
ま
せ
ん

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

赤
磐
市
消
防
本
部
予
防
課

　

☎（
９
５
５
）２
２
４
６

大
切
な
も
の
を

守
る
た
め
に

―
住
宅
用
火
災
警
報
器
―

　
住
宅
火
災
の
早
期
発
見
、早
期
避
難
を
目
的
に
消
防
法
が

次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

○
新
築
住
宅
は
平
成
十
八
年
か
ら

○
既
存
住
宅
は
平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日
ま
で
に

　
住
宅
用
火
災
警
報
器（
以
下
住
警
器
）を
設
置
す
る
こ
と
が

義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

  

カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
表
示
板
設
置

　
赤
磐
市
消
防
署
庁
舎
に
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン

表
示
板
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。こ
の
表
示
板

は
、既
存
住
宅
に
住
警
器
を
設
置
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
平
成
二
十
三
年
五
月
三
十
一
日

ま
で
の
残
り
の
日
数
を
表
示
す
る
こ
と
で
、住

警
器
を
一
日
も
早
く
取
り
付
け
て
欲
し
い
と

の
願
い
か
ら
署
員
が
設
置
し
た
も
の
で
す
。

火災
早期
発見

生命・
財産を
守る
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庁
給
付
金
担
当
窓
口
か
、各
支
所
市
民
生
活

課
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
申
請
期
間

　

十
月
六
日
㈫
ま
で

■
問
い
合
わ
せ・提
出
先

　（
定
額
給
付
金
担
当
窓
口
）

　

本
庁
一
階
第
二
会
議
室

■
受
付
時
間

　

午
前
九
時
～
午
後
五
時（
平
日
の
み
）

　

☎（
９
５
５
）１
２
８
２

◎
子
育
て
応
援
特
別
手
当

　

支
給
対
象
世
帯
に
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

世
帯
主
あ
て
に
、四
月
上
旬
に
申
請
書
を
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、申
請
が
お
済
み
で
な
い

人
は
早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。 

　

な
お
、対
象
と
な
る
子
ど
も
と
第
一
子
が

別
居
し
て
い
る
場
合
な
ど
は
、申
請
書
は
送

付
し
て
い
ま
せ
ん
が
、お
子
さ
ん
が
同
じ
人
に

扶
養
さ
れ
て
い
る
と
判
断
で
き
る
書
類
を
提

出
さ
れ
た
場
合
は
、支
給
対
象
に
な
り
ま
す

の
で
、社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
支
給
対
象
と
な
る
子
ど
も

　

子
育
て
応
援
特
別
手
当
の
支
給
対
象
と

な
る
子
ど
も
は
，次
の
①
、②
の
両
方
に
該
当

す
る
人
で
す
。

①
平
成
二
十
一
年
二
月
一
日
現
在
、赤
磐
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
子

ど
も
ま
た
は
、外
国
人
登
録
原
票
に
登
録

さ
れ
て
い
る
子
ど
も（
不
法
滞
在
者
お
よ

び
短
期
滞
在
者
は
対
象
外
） 

②
平
成
十
四
年
四
月
二
日
か
ら
平
成
十
七
年

四
月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
第
二
子
以
降

の
子
ど
も 

※
第
二
子
の
判
定
は
、生
年
月
日
が
平
成
二

年
四
月
二
日
以
降
の
子
ど
も
の
中
か
ら
年

齢
順
に
第
一
子
、第
二
子
と
数
え
ま
す
。

■
申
請・受
給
で
き
る
人

　

平
成
二
十
一
年
二
月
一
日
に「
対
象
と
な
る

子
ど
も
」が
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主

■
支
給
金
額

　

対
象
と
な
る
子
ど
も
一
人
あ
た
り
三
万 

◎
定
額
給
付
金

　

各
世
帯
の
世
帯
主
あ
て
に
申
請
書
を
郵
送

し
て
い
ま
す
の
で
、申
請
が
お
済
み
で
な
い
人

は
、早
め
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
書
が

届
い
て
い
な
い
人
は
、次
の
定
額
給
付
金
担
当

窓
口
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

■
支
給
対
象
者　

◦
平
成
二
十
一
年
二
月
一
日
現
在
、赤
磐
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
人

ま
た
は
、赤
磐
市
の
外
国
人
登
録
原
票
に

登
録
さ
れ
て
い
る
人（
不
法
滞
在
者
お
よ

び
短
期
滞
在
者
は
対
象
外
）

■
支
給
金
額　
　

◦
支
給
対
象
者
一
人
に
つ
き
一
万
二
千
円

◦
六
十
五
歳
以
上
お
よ
び
十
八
歳
以
下
の
人

は
二
万
円

■
申
請
方
法　

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、必
要
な

添
付
書
類
と
い
っ
し
ょ
に
返
信
用
封
筒
に
入

れ
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。郵
送
に
よ
る
提

出
が
困
難
な
場
合
は
、免
許
証
な
ど
本
人
確

認
が
で
き
る
も
の
を
お
持
ち
に
な
り
、次
の
本

六
千
円（
手
当
の
支
給
は
、一
回
払
い
と
な
り

ま
す
）

■
申
請
期
間

　

十
月
六
日
㈫
ま
で

■
問
い
合
わ
せ・提
出
先

　

本
庁
社
会
福
祉
課
子
育
て
支
援
係　

■
受
付
時
間

　

午
前
九
時
～
午
後
五
時（
平
日
の
み
）

　

☎（
９
５
５
）１
１
１
５

振
り
込
め
詐
欺
に

　
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

市
が
定
額
給
付
金
な
ど
の
手
続
き

の
た
め
の
手
数
料
の
支
払
い
や
振
り

込
み
を
求
め
た
り
、Ａ
Ｔ
Ｍ（
現
金
自

動
預
払
機
）の
操
作
を
お
願
い
し
た

り
す
る
よ
う
な
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。不
審
な
電
話
な
ど
が
あ
っ
た

場
合
は
、す
ぐ
に
市
の
窓
口
ま
た
は
警

察
署
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

定

額

給

付

金

子
育
て
応
援
特
別
手
当

手
続
き
は
お
早
め
に



市 政 だ よ り
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後
期
高
齢
者
医
療

■
保
険
料
決
定
通
知

　

平
成
二
十
一
年
度
の
保
険
料
の
決
定
通

知
を
七
月
中
に
お
送
り
し
ま
す
。保
険

料
は
平
成
二
十
年
中
の
所
得
を
も
と
に

計
算
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、六
月
中
に
七
十
五
歳
に
な
ら
れ

た
人
の
通
知
は
、八
月
に
お
送
り
し
ま
す
。

〈
普
通
徴
収
〉　

　

七
月
中
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。　　

　
一
年
間
の
保
険
料
を
七
月
か
ら
来
年
の

三
月
ま
で
の
毎
月
、九
期
に
分
け
て
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。

〈
特
別
徴
収
〉

　

七
月
末
に
お
送
り
し
ま
す
。

　
一
年
間
の
保
険
料
か
ら
、四
月
以
降
仮

徴
収
し
た
金
額
を
差
し
引
い
た
残
り
の

保
険
料
を
十
月
か
ら
年
金
よ
り
天
引
き

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

年
度
途
中
か
ら
特
別
徴
収（
年
金
天

引
）が
開
始
さ
れ
る
場
合
は
、七
月
か
ら

天
引
き
が
始
ま
る
ま
で
の
間
、普
通
徴
収

（
納
付
書
も
し
く
は
口
座
振
替
に
よ
る

納
付
）と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、ご
確
認
く

だ
さ
い
。

■
被
保
険
者
証

　

現
在
交
付
し
て
い
る
被
保
険
者
証
の

有
効
期
限
は
七
月
三
十
一日
で
す
。

　

医
療
機
関
の
窓
口
で一
割
ま
た
は
三
割

の
自
己
負
担
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

毎
年
、負
担
割
合
の
見
直
し
を
行
う
た
め
、

有
効
期
限
を
七
月
三
十
一日
と
し
て
い
ま

す
。

　

七
月
下
旬
に
新
し
い
被
保
険
者
証（
緑

色
）を
お
送
り
し
ま
す
。ま
た
、現
在
お

持
ち
の
被
保
険
者
証（
水
色
）は
八
月
一日

以
降
使
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、本
庁
市
民

課
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課
へ
ご
返

却
く
だ
さ
い
。

■
限
度
額
適
用・標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
被

保
険
者
は
、あ
ら
か
じ
め
申
請
さ
れ
る
と
、

入
院
時
の
医
療
機
関
窓
口
で
の
自
己
負

担
限
度
額
や
、食
事
代
を
減
額
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

現
在
交
付
し
て
い
る
減
額
認
定
証
の

有
効
期
限
は
、七
月
三
十
一日
で
す
。更
新

手
続
き
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

①
減
額
認
定
証
を
持
っ
て
い
る
人
で
、平

成
二
十
一
年
度
の
市
県
民
税
が
非
課
税

の
世
帯
で
、入
院
日
数
の
確
認
が
必
要

な
い
人
に
つ
い
て
は
、更
新
手
続
き
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

新
し
い
被
保
険
者
証
と一
緒
に
減
額
認

定
証
を
七
月
下
旬
に
お
送
り
し
ま
す
。

②
所
得
や
入
院
日
数
の
確
認
の
た
め
、申

請
の
必
要
な
人
に
は
、す
で
に
申
請
の

ご
案
内
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。必
要

書
類
を
添
付
し
て
、申
請
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
新
規
の
申
請
は
、随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

　

入
院
が
必
要
な
人
で
、非
課
税
世
帯
に

該
当
す
る
人
は
、本
庁
市
民
課
国
保

年
金
係
ま
た
は
各
支
所
市
民
生
活
課

へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
市
民
課
国
保
年
金
係

　

☎（
９
５
５
）１
１
１
３

◦
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課
市
民
係

　

☎（
９
５
７
）４
８
２
１

◦
熊
山
支
所
市
民
生
活
課
市
民
係

　

☎（
９
９
５
）１
２
１
４

◦
吉
井
支
所
市
民
生
活
課
市
民
係

　

☎（
９
５
４
）１
１
８
３

補
助
制
度
で
生
ご
み
処
理
容
器
を

購
入
し
ま
せ
ん
か
！

　

市
で
は
、ご
み
の
減
量
化
の一つ
と
し
て
、

生
ご
み
処
理
容
器
購
入
費
の
補
助
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
一
世
帯
に
つ
き
、電
気
式
生
ご
み
処
理

機
は
一
基
、そ
れ
以
外
の
生
ご
み
処
理
容

器（
コ
ン
ポ
ス
ト
な
ど
）は
二
基
ま
で
で
、

三
万
円
を
上
限
に
二
分
の一
以
内（
百
円

未
満
は
切
り
捨
て
）の
補
助
を
し
て
い
ま

す
。

※
補
助
を
受
け
る
た
め
に
は
、事
前
に
申

請
書
の
提
出
が
必
要
で
す
。申
請
書
や

補
助
要
件
に
つ
い
て
は
、お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
本
庁
環
境
課

　

☎（
９
５
５
）５
３
４
７

◦
赤
坂
支
所
市
民
生
活
課
環
境
係

　

☎（
９
５
７
）４
８
２
３

◦
熊
山
支
所
市
民
生
活
課
環
境
係

　

☎（
９
９
５
）１
２
１
４

◦
吉
井
支
所
市
民
生
活
課
環
境
係

　

☎（
９
５
４
）１
１
８
３

赤
磐
市
行
財
政

改
革
審
議
会
の
開
催
予
定

　

平
成
二
十
一
年
度
第
一
回
赤
磐
市
行
財

政
改
革
審
議
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時

　

七
月
十
日（
金
）

　

午
前
九
時
三
十
分
～

■
場
　
所

　

本
庁
二
階
第
一会
議
室

　

※
会
議
は
傍
聴
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
行
政
改
革
推
進
室

　

☎（
９
５
５
）１
７
４
５
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赤
磐
市
営
住
宅
公
募
の
ご
案
内

■
募
集
団
地

①
団
地
名
／
坂
辺（
坂
辺
一
〇
〇
）

▼
戸
数
／
一
戸　
▼
規
格
／
三
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃
月
額（
入
居
時
）／
一
万
五
千
二
百

円
～
二
万
五
千
三
百
円

②
団
地
名
／
仁
堀（
仁
堀
中
八
五
八
）

▼
戸
数
／
二
戸　
▼
規
格
／
三
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃
月
額（
入
居
時
）／
一
万
九
千
円

～
三
万
千
九
百
円

③
団
地
名
／
福
田（
福
田
三
二
〇
）

▼
戸
数
／
二
戸　
▼
規
格
／
三
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃
月
額（
入
居
時
）／
一
万
三
千
四
百

円
～
二
万
三
千
五
百
円

④
団
地
名
／
高
浜（
周
匝
一一
五
二
）

▼
戸
数
／
一戸　
▼
規
格
／
三
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃
月
額（
入
居
時
）／
一
万
三
千
百

円
～
二
万
千
七
百
円

■
募
集
期
間

　

七
月
十
三
日
㈪
～
七
月
二
十
七
日
㈪

■
申
し
込
み
方
法

　

入
居
申
込
書
の
内
容
を
確
認
し
ま
す

の
で
、入
居
申
し
込
み
は
本
人
ま
た
は
家

族
の
人
が
、①
に
つ
い
て
は
赤
坂
支
所
へ
、

②
③
④
に
つ
い
て
は
吉
井
支
所
へ
ご
持
参

く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

※
入
居
要
件
に
つ
い
て
は
、本
庁
建
設
課

ま
た
は
支
所
産
業
建
設
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
赤
坂
支
所
産
業
建
設
課

　

☎（
９
５
７
）４
８
２
４

◦
吉
井
支
所
産
業
建
設
課

　

☎（
９
５
４
）１
３
６
６

赤
磐
市
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

公
募
の
ご
案
内

■
募
集
団
地

①
団
地
名
／
安
岡（
坂
辺
一
〇
五
五
ノ
一
八
）

▼
戸
数
／
二
戸　
▼
規
格
／
四
Ｌ
Ｄ
Ｋ

▼
家
賃
月
額（
入
居
時
）／
五
万
円

■
募
集
期
間

　

七
月
十
三
日
㈪
～
七
月
二
十
七
日
㈪

■
申
し
込
み
方
法

　

入
居
申
込
書
の
内
容
を
確
認
し
ま
す

の
で
、入
居
申
し
込
み
は
本
人
ま
た
は
家

族
の
人
が
、所
轄
す
る
赤
坂
支
所
へ
ご
持

参
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

※
入
居
要
件
に
つ
い
て
は
、本
庁
建
設
課

ま
た
は
支
所
産
業
建
設
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
赤
坂
支
所
産
業
建
設
課

　

☎（
９
５
７
）４
８
２
４

し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
教
育
委
員
会
教
育
総
務
課

　

☎（
９
５
５
）６
８
０
７

水
の
事
故
に
気
を
つ
け
て
!!

～
た
め
池
や
用
水
路
で
遊
ば
な
い
で
！
～

　

魚
釣
り
や
水
泳
と
、子
ど
も
た
ち
が
水

に
親
し
む
機
会
が
多
く
な
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。こ
の
時
期
、最
も
気
を
つ
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、子
ど
も
の
水
難

事
故
で
す
。事
故
を
防
止
す
る
に
は
、保

護
者
の
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、地
域
の
皆

さ
ん
の
協
力
が
必
要
で
す
。

　

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、子
ど
も
を
水

の
事
故
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う
。

■
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

◦
子
ど
も
た
ち
だ
け
で
、魚
釣
り
や
水
遊

び
に
行
か
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦
子
ど
も
が
出
か
け
る
と
き
は
、行
き
先

や
帰
宅
時
刻
、友
達
の
名
前
な
ど
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◦
子
ど
も
に
は
、平
素
か
ら
危
険
な
場
所

を
具
体
的
に
教
え
、近
づ
か
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
地
域
の
皆
さ
ん
へ

◦
危
険
な
河
川
や
た
め
池
な
ど
で
遊
ん
で

い
る
子
ど
も
を
見
か
け
た
ら
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

総
務
大
臣
か
ら

行
政
相
談
委
員
と
し
て
委
嘱

　

行
政
に
関
す
る
苦
情
や
要
望
の
相
談

に
応
じ
る
行
政
相
談
委
員
に
次
の
人
が
、

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
。

　

相
談
の
内
容
は
、道
路・河
川・年
金・福

祉
問
題
な
ど
行
政
の
仕
事
や
窓
口
サ
ー
ビ

ス
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
ど
ん
な
小
さ

な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

■
行
政
相
談
委
員

◦
冨
山　

益
次（
赤
坂
地
域
）

◦
難
波　

芳
美（
熊
山
地
域
）

◦
杉
本　

宗
義（
吉
井
地
域
）

■
問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
協
働
推
進
室

　

☎（
９
５
５
）４
７
８
３

教
育
委
員
会
委
員
長
に
吉
田
氏
を
、

委
員
長
職
務
代
理
者
に
金
光
氏
を
再
任

　

赤
磐
市
教
育
委
員
会
は
、委
員
長
に

吉
田
重
隆
氏（
東
軽
部
／
六
十
八
歳
）を

再
任
し
ま
し
た
。任
期
は
五
月
二
十
日
か

ら
一
年
間
。

　

ま
た
、委
員
長
職
務
代
理
者
に
金
光

久
子
氏（
可
真
下
／
六
十
一
歳
）を
再
任
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待
に
応
え
る
べ
く
、郷
土
赤
磐
の
発
展
の
た
め

全
身
全
霊
を
か
け
ま
す
。

　

私
の
掲
げ
た
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト【
自
立
し
た
品

格
の
あ
る
福
祉・教
育・産
業
の
ま
ち
づ
く
り
】

を
迅
速
に
、説
明
責
任
を
果
た
し
な
が
ら
、議

会
や
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
っ
て
実
行
し
て
い

く
決
意
で
す
。

　

全
国
的
に
政
令
市
の
近
隣
自
治
体
は
埋

没
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。赤
磐
市
が
そ
う

な
ら
な
い
た
め
に
、も
っ
と
元
気
で
住
み
良
く

そ
し
て
自
立
し
た
ま
ち
、人
口
が
増
加
す
る

ま
ち
、品
格
の
あ
る
協
働
の
ま
ち
に
な
る
こ
と

を
目
指
し
ま
す
。

■
高
速
通
信
網
整
備

　

二
〇
一
〇
年
ま
で
に
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド・ゼ
ロ

地
域
解
消
と
の
国
の
方
針
に
反
し
、赤
磐
市

は
大
変
遅
れ
て
い
ま
す
。赤
磐
市
の
周
辺
部

は
情
報
の
谷
間
と
も
い
う
べ
き
県
内
最
悪
の

状
態
で
す
。

　

過
疎
化・高
齢
化
が
進
展
し
て
お
り
、市
民

生
活
の
安
心
安
全
の
た
め
、防
災
や
福
祉
や

医
療
面
で
の
活
用
も
視
野
に
い
れ
て
整
備
し

ま
す
。

　

従
来
、多
額
の
市
費
持
ち
出
し
に
な
る
と

不
安
視
す
る
声
も
多
く
聞
き
ま
し
た
が
、今

回
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
交
付
金
と
臨
時
交
付
金
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
、市
の
負
担
を
最
小
限
に

抑
え
、早
急
に
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
を
整
備
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
下
水
道
整
備

　

吉
井・熊
山
は
ほ
ぼ
め
ど
が
つい
て
お
り
、現

在
進
行
中
の
山
陽
と
未
整
備
の
赤
坂
を
可

能
な
限
り
早
急
に
整
備
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

■
ご
み
処
理
施
設
整
備

　

赤
磐
市
の
ご
み
処
理
施
設
は
現
在
備
前

市・瀬
戸
内
市・和
気
町
と
の
三
市
一
町
で
備

前
広
域
環
境
施
設
組
合
を
設
立
し
、そ
の
管

理
者
と
し
て
石
蓮
寺
地
区
を
予
定
地
に
、規

模
や
技
術
的
、財
政
的
に
適
正
な
施
設
の
建

設
計
画
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
上
で
、住
民
の
皆
さ
ん
に
説
明
責
任

を
果
た
し
な
が
ら
二
〇
一
四
年
度
の
稼
動
を

　

三
月
の
市
長
選
挙
で《
赤
磐
を
変
え
よ
う・

我
々
の
手
で
変
革
を
》と
訴
え
、市
民
の
皆
さ

ん
の
信
託
を
頂
き
ま
し
た
。私
に
は
そ
れ
に

応
え
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。皆
さ
ん
の
ご
期

目
指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
安
心
安
全
の
た
め
の
環
境
整
備

　

市
民
生
活
の
安
心
安
全
の
確
保
は
最
も

重
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

消
防
本
部
は
、耐
震
面
の
問
題
も
あ
り
早

期
に
建
設
場
所
な
ど
を
選
定
し
、建
て
替
え

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
民
病
院
に
つ
い
て
、地
域
医
療
の
在
り
方

に
つ
い
て
は
赤
磐
医
師
会
と
十
分
な
連
携
の

も
と
で
進
め
ま
す
。

　

市
民
病
院
は
、熊
山
地
域
の
人
に
と
っ
て
は

な
く
て
は
な
ら
な
い
医
療
機
関
で
す
。ど
う

す
れ
ば
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
な
が
ら
経
営

改
善
で
き
る
の
か
を
考
え
、老
朽
化
や
耐
震

問
題
に
伴
う
建
て
替
え
な
ど
を
視
野
に
入

れ
、早
急
に
検
討
し
ま
す
。

　

赤
磐
警
察
署
の
市
内
移
転
に
つ
い
て
も
、引

き
続
き
強
く
働
き
か
け
ま
す
。

　

ま
た
近
年
、集
中
豪
雨
な
ど
の
自
然
災
害

が
多
発
し
て
お
り
、赤
磐
市
内
各
地
で
も
浸

水
被
害
の
危
険
個
所
が
あ
り
ま
す
。で
き
る

だ
け
早
期
に
雨
水
対
策
事
業
な
ど
に
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

自
立
し
た
品
格
の
あ
る

福
祉
・
教
育
・
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
目
指
し

井
上
市
長
所
信
表
明（
要
旨
）

郷
土
赤
磐
発
展
の
た
め

快
適
で
安
心
安
全
な

生
活
環
境
づ
く
り



広報あかいわ（平成21年7月号）9

■
中
心
市
街
地
整
備

　

中
心
市
街
地
は
、多
く
の
市
民
の
活
動・交

流・憩
い
の
場
と
し
て
整
備
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。し
か
し
、現
在
の
市
役
所
周
辺
は
、民

間
投
資
に
よ
る
開
発
の
誘
導
が
図
ら
れ
ず
、

都
市
機
能
が
未
集
積
で
、中
心
部
と
し
て
の

魅
力
が
発
揮
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
す
。

　

今
後
、住
民
ニ
ー
ズ
や
社
会
経
済
情
勢
の

変
化
を
的
確
に
と
ら
え
、商
業・業
務
施
設
や

公
共
公
益
施
設
の
集
積・再
配
置
を
図
る
べ

き
エ
リ
ア
を
明
確
に
し
ま
す
。そ
の
上
で
、都

市
的
基
盤
整
備
の
充
実
と
、民
間
活
力
に
よ

る
優
良
な
都
市
開
発
事
業
な
ど
の
誘
導
を
一

体
的
に
進
め
る
方
策
を
検
討
し
、多
様
な
主

体
の
参
画・協
働
に
よ
り
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
中

心
市
街
地
に
向
け
て
早
急
に
取
り
組
み
ま

す
。

■
産
業
部
門
の
再
編

　

産
業
建
設
部
の
産
業
振
興
の
ソ
フ
ト
部
門

を
産
業
振
興
部
と
し
て
独
立
さ
せ
ま
す
。

　

産
業
振
興
部
は
農
業
振
興・商
工
観
光
振

興・企
業
立
地
推
進
の
た
め
、マ
ン
パ
ワ
ー
を
投

入
し
産
・
官
・
学
・
金
の
連
携
や
地
域
内
資
金

循
環
を
重
視
し
た
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

■
地
場
産
業
の
振
興

　

地
場
産
業
を
創
業・保
護・育
成
し
、雇
用

の
場
を
作
り
若
者
の
定
着
を
実
現
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

　

市
発
注
の
公
共
工
事
な
ど
は
、適
正
な
競

争
が
確
保
で
き
る
も
の
に
つい
て
は
市
内
企
業

へ
の
優
先
発
注
を
原
則
と
し
ま
す
。

■
企
業
誘
致

　

企
業
誘
致
は
、引
き
続
き
取
り
組
む
と
同

時
に
、企
業
の
撤
退
防
止
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
山
陽
イ
ン
タ
ー
付
近
の
産
業
集
積
地

構
想
を
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、各
地
域

で
の
企
業
誘
致
の
適
地
確
保
と
、就
業
場
所

の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

■
農
業
の
振
興

　

豊
か
な
、夢
の
あ
る
農
業《
赤
磐
》の
復
権

を
合
言
葉
に
、農
林
課
を
サ
ポ
ー
ト
部
隊
と

位
置
づ
け
、新
規
就
農
者
支
援・地
産
地
消・

赤
磐
ブ
ラ
ン
ド
の
売
り
込
み・新
し
い
産
地
づ

く
り
や
加
工
品
の
開
発・集
落
営
農
の
支
援・

耕
作
放
棄
地
対
策
な
ど
多
面
的
な
取
り
組

み
を
し
ま
す
。

■
教
育
振
興

　

現
在
赤
磐
市
の
児
童
生
徒
の
学
力
は
決
し

て
よ
い
と
は
い
え
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。教

育
委
員
会
、学
校
、保
護
者
と
協
力
し
県
内

ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
引
き
上
げ
る
よ
う
学
力
向

上
の
取
り
組
み
を
考
え
て
い
ま
す
。そ
の
た
め

の
予
算
面
、人
材
面
で
の
教
育
へ
の
重
点
投
資

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
経
済
格
差
が
教
育
格
差
に
な
ら
な
い

よ
う
教
育
振
興
に
全
力
を
挙
げ
ま
す
。

■
子
育
て
支
援

　

安
心
し
て
出
産
し
子
育
て
が
で
き
る
よ
う

相
談
窓
口
の
充
実
を
図
り
ま
す
。ま
た
医
療

費
の
中
学
三
年
生
ま
で
の
無
料
化
な
ど
に
早

急
に
取
り
組
み
子
育
て
支
援
の
セ
ー
フ
テ
ィ

ー
ネ
ッ
ト
を
整
備
し
ま
す
。

■
福
祉
の
充
実

　

高
齢
者・障
害
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、い
つ
ま

で
も
自
宅
や
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る

安
心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
組
織
の
活
性
化
と
必
要
な
施
設
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
障
害
の
あ
る
人
が
自
立
で
き
る
就
業

場
所
を
地
域
内
に
創
出
す
る
こ
と
に
最
優
先

で
取
り
組
み
ま
す
。

　

六
月
定
例
議
会
に
上
程
し
て
お
り
ま
す

市
長
給
料
の
五
十
㌫
カ
ッ
ト
は
私
の
行
財
政

改
革
へ
の
決
意
の
表
れ
で
す
。

　

市
民
生
活
に
必
要
な
大
型
投
資
は
続
き

ま
す
が
、事
業
の
見
直
し
を
徹
底
し
、皆
さ
ん

か
ら
の
税
金
を
無
駄
遣
い
し
な
い
よ
う
注
意

を
払
い
な
が
ら
執
行
し
ま
す
。

　

ま
た
職
員
の
専
門
性・能
力
向
上
を
図
り
、

外
部
委
託
費
の
削
減
や
業
務
効
率
ア
ッ
プ
に

よ
る
真
の
行
財
政
改
革
を
目
指
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
に
は
、引
き
続
き
受
益
者
負
担
の

拡
大
や
補
助
金
削
減
な
ど
に
つ
い
て
、ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

今
後
は「
市
は
何
を
し
て
く
れ
る
の
か
」か

ら「
我
々
の
市
や
地
域
の
た
め
に
何
が
で
き
る

か
」と
い
う
協
働
の
観
点
か
ら
積
極
的
な
市

政
へ
の
参
画
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

行
政
の
公
平
性・透
明
性
を
さ
ら
に
高
め

る
た
め
、法
令
順
守
と
情
報
公
開
を
徹
底

し
、必
要
な
条
例
の
整
備
も
進
め
ま
す
。

　

行
政
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、市
民
の
立
場
で

の
検
証
と
説
明
を
行
な
い
、必
要
な
施
策
に
つ

い
て
は
ス
ピ
ー
ド
を
持
っ
て
実
施
す
る
こ
と
を

心
が
け
ま
す
。

　

法
令
順
守
や
市
民
の
生
活
安
全
相
談
の
た

め
、岡
山
県
警
か
ら
の
人
材
受
け
入
れ
を
行

い
ま
す
。ま
た
内
部
監
査
体
制
の
強
化
の
た

め
監
査
事
務
局
を
充
実
し
ま
す
。

　

私
を
含
め
市
職
員
の
本
分
は
市
民
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
全
力
で
働
く
こ
と
で
す
。職

員
教
育
を
徹
底
し
、皆
さ
ん
へ
の
サ
ー
ビ
ス
や

マ
ナ
ー
の
向
上
に
努
力
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
赤
磐
市
の
更
な
る
発
展
に
は

議
会
や
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。行

政・議
会
と
皆
さ
ん
と
の
協
働
に
よ
り
、よ
り

良
い
赤
磐
市
を
創
っ
て
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

産

業

の

振

興

行

革
・

協

働

行

政

の

在

り

方

教
育
振
興
・
子
育
て

支
援
・
福
祉
の
充
実

井 上 市 長 所 信 表 明
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　情報公開制度

　市では公正で開かれた市政を一層推進するために情報公開制度を実施しています。この制度は、市の職員が職務
上作成し、または取得した文書・図画などの公文書を皆さんが閲覧したり写しを請求したりすることができるもので
す。市政と皆さんとの相互のよりよい信頼関係を築いていくために、より有効な情報提供などに努めますので、制度
のご活用をよろしくお願いします。

　情報公開制度の平成20年度運用状況

1 公文書開示請求の状況

実施機関
請求件数 処理状況

期間延長
(内数) 開　示 部分開示 不開示 却下 取下げ

市　　　長 24 1 10 13 1 0 0
教育委員会 3 0 2 1 0 0 0
議　　　会 3 1 1 2 0 0 0
農業委員会 2 0 0 2 0 0 0
合　　　計 32 2 13 18 1 0 0

2 不服申立ておよびその処理状況
　⑴不服申立件数…0件　⑵不服審査会での答申…1件　⑶不服審査会での審理中案件…0件
　※⑴不服申立件数には、前年度からの継続案件は含みません。

　個人情報保護制度

　市では、個人情報保護制度を実施して、皆さんの個人情報を保護し、公正で信頼される市政の推進を図っていま
す。この制度は、市が保有する個人情報の基本的な取り扱いのルールを定めるとともに、自分自身の個人情報を見
たり訂正したりすることができるものです。

　Ⅰ. 平成20年度運用状況

1 個人情報登録業務の届出件数
実　施　機　関 届　出　件　数

教 育 委 員 会 ２件
消 防 長 １件
合 計 ３件

2 個人情報登録業務内容
実　施　機　関 業　務　内　容

教 育 委 員 会 生涯学習大学主催講座
教 育 委 員 会 成人式実施事業
消 　 防 　 長 高圧ガス施設設置許可に関する業務

情報公開制度・個人情報保護制度
よ り よ い 信 頼 関 係 を 築 く た め
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3 請求件数等

実施機関
請求件数 処理状況

期間延長
(内数) 開示 一部開示 不開示 却下 取下げ

市　　　長 ４ １ ２ １
教育委員会 １ １
合　　　計 ５ １ ３ １

　⑴請求受付件数…５件　⑵請求承諾件数…４件　⑶請求拒否件数…１件　⑷不服申立件数…０件

　Ⅱ. 市の個人情報保護制度の概要

1 市が個人情報を取り扱うときのルール
♦利用・取得に関するルール
　個人情報を収集するときは、利用目的をできる限り特定し、本人から収集することを原則とします。利用目的の

達成に必要な範囲を超えて個人情報を取り扱いません。
♦適正・安全な管理に関するルール
　個人情報を保護する責任体制を明らかにし、個人情報の漏えい・滅失などがないようにします。また、個人情報

は正確かつ最新のものとし、不必要なものは確実・迅速に廃棄や消去をします。
♦個人情報の提供に関するルール
　目的外の利用や外部提供ができるのは、本人の同意がある場合などに限ります。

2 個人情報の開示手続きなど
♦請求のできる人
　住所の有無にかかわらず、市に自分の情報を管理されている人
♦請求できる内容

○開示請求＝自分に関する情報の閲覧または写しの交付を請求することができます。ただし、次のような個人情
報は開示しないことがあります。
・法令などにより開示することができないとされているもの
・個人の評価、診断、判定、指導、相談などに関するもの
・第三者の正当な権利利益を侵害するおそれのあるもの
・犯罪の予防、人の生命、身体または財産の保護などの安全と秩序の維持に支障を及ぼすおそれがあるもの
・国や他の地方公共団体が行う事務または事業に関する情報で、事務または事業の適正な執行に著しい支

障を及ぼすおそれのあるもの
○訂正請求＝開示を受けた自分に関する情報に誤りがあるときには、その訂正を請求することができます。
○削除請求＝自分に関する情報が、収集・取り扱いのルールに違反しているときは、その削除を請求できます。
○目的外利用などの中止請求＝自分に関する情報が利用および提供のルールに違反しているときは、その目的

外利用や外部提供などの中止を請求できます。
♦請求の方法
　個人情報の開示などの請求は、本庁総務部総務課で所定の請求書に記載して行ってください（郵送による請求

はできません）。このとき本人であることを確認できる書類（運転免許証・パスポートなど）が必要になります。ま
た、訂正・削除および目的外利用などの中止の請求の場合は、その事実関係を証明する書類が必要になります。

♦開示などの決定
　開示などの請求を受けた日から１５日以内にその可否の決定を行います（やむを得ない理由があるときは３０

日以内に限り延長することがあります）。

■問い合わせ・相談先／本庁総務課文書法制係 ☎955-4782
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■日　時／7月18日（土） 14：00～
■場　所／中央図書館　多目的ホール
■内　容／『PIPI とべないホタル』（90分）
　生まれつき羽がちぢれて飛べないピピは、

ホタルの仲間から仲間はずれにされていま
す。そんなピピと仲間たちとの友情・冒険を
描いた長編アニメーション。

きらり☆しあたー：こども版 

　親子での参加大歓迎。お気軽にお越しくだ
さい。
●中央図書館

「絵本はともだち」（赤ちゃんから幼児向け）
毎週水曜日　10：30～11：00
絵本を楽しむ時間です。

「おはなしかい」（幼児から児童向け）
毎週土曜日　10：30～11：00
毎月第1日曜日　14:00～14:30
ストーリーテリング、絵本の読み聞かせなど。

「民話の寺小屋」
毎月第3日曜日　14:00～14:30
民話の世界をお楽しみください。

●赤坂図書館
「ブックんのおはなしかい」

毎週土曜日（第３土曜日を除く）
11：00～11：30　
絵本やストーリーテリング、紙芝居、工作など。

●熊山図書館
「おはなしのおへや」

毎月第３土曜日　11:00～11:30
絵本を読んだり、手遊びをしたりします。

●吉井図書館
「おはなし会」（幼児から児童向け）

毎月第２土曜日　14:00～15:00
絵本の読み聞かせと簡単な工作などをします。

中央図書館
　☎ 955-0076
　 955-0083

赤坂図書館
　☎ 957-2212
　 957-9450

熊山図書館
　☎ 995-1273
　 995-3823

吉井図書館
　☎ 954-9200
　 954-9201

★開館時間 10：00〜18：00
　（中央図書館のみ木曜日は

20：00まで開館）
★はじめて本をかりるとき…
　「利用者登録申込書」に記

入し、図書館利用者カード
をつくってください。免許
証・保険証など住所・氏名
が確認できるものをお持
ちください）

　※小学生以下は、保護者
　が申請してください。

★１枚の利用者カードで市
内どの図書館でも借りる
ことができます。また、どの
図書館で返していただい
てもかまいません。

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

利用案内
7月の図書館カレンダー

赤磐市内全図書館休館日

　好きな絵を描いたり、お気に入りの写真を
貼ったりして、自分だけの思い出の絵本を作っ
てみましょう！
■日　時
　①7月25日（土） ②8月1日（土） ③8月8日（土）
　※計3回で完成させますので、全3回出席
　　できること。
　14：00～16：00（※3回目のみ15：00まで）
■場　所／中央図書館　多目的ホール
■講　師／久山　和子　氏
■対　象／幼児から小学生までとその保護者
■定　員／先着20組
■参加費／無料
　※申し込みは中央図書館まで（電話可）

■場　所／赤坂・熊山・吉井図書館
■期　間／7月28日(火)～8月14日(金)
　　　　　※休館日・土日を除く
■対　象／小学校５・６年生・中学生
■問い合わせ・申し込み先／各図書館まで

「チャレンジ図書館員」募集

子ども向け定例行事のご案内

親子でつくる手づくり絵本教室

■日　時／７月１１日（土） １４：００～
■場　所／笹岡公民館
■主　催／赤坂図書館
■内　容／“おはなしじゅうたん”による楽し

いイベントだよ。ことばあそびで遊ぼう。ペ
ープサート・大型絵本ほか。

ブックんフェスティバル2009夏

■日　時／７月１１日（土） １４：００～
■場　所／くまやまふれあいセンター １階
■内　容／延藤好英さんによる楽しいひと

ときですよ。絵本の読み聞かせあり、手あ
そびあり、音楽ありの楽しい時間です！

おはなしのおへや特別版

■日　時／7月18日（土） 11：00～
■場　所／吉井図書館 ２階　視聴覚室
■内　容／おはなしグループ『そらきたホ

イ！』による本を中心としたおはなし会で
す。どんなおはなしがでてくるかな？

図書館お楽しみ会
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人
は
変
わ
れ
る
。一
緒
な
ら
。

　
～
明
る
い
未
来
の
た
め
に

　
　『
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
』～

　
人
は
、変
わ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
そ
う
信
じ
る
こ
と
か
ら
更
生
保
護

は
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　
あ
や
ま
ち
を
く
り
返
す
こ
と
の
な

い
よ
う
に
、犯
罪
や
非
行
か
ら
の
立

ち
直
り
を
社
会
の
一
人
ひ
と
り
が
支

え
て
い
く
。

　
更
生
へ
の
希
望
は
、あ
な
た
の「
お

か
え
り
」か
ら
生
ま
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
け

れ
ど
、ど
の
よ
う
な
活
動
な
の
か
知
ら
な
い
人

も
い
る
と
思
い
ま
す
。こ
の
運
動
は
、犯
罪
や

非
行
の
防
止
と
罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で

力
を
合
わ
せ
、犯

罪
や
非
行
の
な

い
明
る
い
社

会
を
築
こ

う
と
す
る

運
動
で
す
。

　

毎
年
、七

月
を
強
調
月

間
と
し
て
、法
務

省
主
唱
に
よ
り
、保

護
司
が
中
心
と
な
っ
て
全
国
的
に
展
開
さ
れ
、

今
年
で
五
十
九
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

赤
磐
市
で
は
、保
護
司
会
、更
生
保
護
女

性
会
が
中
心
と
な
っ
て
、毎
年
、「
社
会
を
明

る
く
す
る
運
動
」を
展
開
し
て
い
ま
す
。今
年

は
、市
内
各
中
学
校
前
で
啓
発
活
動
を
行
い

ま
す
。

　

犯
罪
の
な
い
、安
全
で
安
心
な
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
は
、地
域
社
会
の
結
び
つ
き
を
深
め

る
こ
と
が
大
切
で
す
。あ
い
さ
つ
や
声
掛
け
な

ど
を
す
る
こ
と
で
顔
見
知
り
に
な
る
こ
と
は
、

犯
罪
の
予
防
や
抑
制
に
大
き
な
効
果
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
の
人
権

に
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。刑
を
終

え
出
所
し
た
人
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、就

職
を
は
じ
め
社
会
復
帰
の
機
会
か
ら
排
除
す

る
こ
と
は
、人
権
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。偏

見
を
な
く
し
、立
ち
直
ろ
う
と
し
て
い
る
人

を
地
域
の
一
員
と
し
て
、「
お
か
え
り
」の
温
か

い
気
持
ち
で
迎
え
入
れ
る
こ
と
が
、明
る
い
社

会
を
築
く
第
一
歩
に
な
る
の
で
す
。

人“いきいき”まち“きらり” 赤磐市じんけん学習講座
　子育てや日々の暮らしの中にひそむ人権問題に視点をあて、共に語り合い、考えていくために６回継続の講
座を企画しました。赤磐市全体に、笑顔と思いやりの輪を広げていきましょう。申し込みをお待ちしています。

　■期　　間／７月３０日㈭～１２月２５日㈮ 〔６回継続講座〕  ※4講座以上受講した人には、修了証を発行します。

　■募集定員／３０人（市内在住・在勤・在学の人）　　　　　　■申込締め切り／７月２４日（金）

　■参 加 費／無　　料　　　　　　　　　　　　　　　■会　　場／中央公民館　ほか

　■問い合わせ・申し込み先／教育委員会社会教育課

開　催　日 講座内容／講師

① 7月30日（木）
15:00～17:00

「様々な人権問題～その現状と課題について～」
社会教育指導員　ほか

② 8月6日（木）
15:00～17:00

「ケータイで人間関係を壊す子どもたち～その実態と対策～」
環太平洋大学講師・筒井愛知さん

③ 8月20日（木）
15:00～17:00

「あなたのことがわからない！男と女のすれ違い!!～脳から考える、男と女の違いと共生～」
川崎医療福祉大学教授・保野孝弘さん（共催：男女共同参画セミナー）

④ 8月27日（木）
15:00～17:00

「子どもたちを被害者にも加害者にもしないために」
NPO法人おかやま犯罪被害者サポート・ファミリーズ理事長・川﨑政宏さん

⑤ 12月6日（日）
13:00～15:00

人権を考えるつどい
会場：中央公民館大集会室

⑥ 12月25日（金）
8:45～17:00

フィールドワーク（視察研修）
福山市人権平和資料館・ホロコースト記念館



★講座の受け付けは、各館とも
　午前9：00からで、すべて先着順です。
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★『パソコン講座』（講座で使用するのはすべてVistaです）

〔各コース共通〕
■申込期間 
　7月6日（月）～〈定員になり次第締め切ります〉
　 ※窓口で受講料を添えてお申し込みください（電話不可）。
■対　象　一般　　■定　員　各回10人
■受講料   1,500円（１コース2回＋テキスト代実費）

◎『これから始める！はじめてのパソコン講座』
　電源の入れ方・マウスの操作方法などの基本操作を
ゆっくりとしたペースで学んでみませんか。
■日　時　7月21日（火）・7月28日（火） 9：00～12：00

◎『はじめてのデジカメ画像編集講座』
　デジカメの特徴を知り、パソコンへの取り込みから、
簡単な活用方法を学習します。
■日　時　7月30日（木）・8月6日（木） 9：00～12：00

◎『はじめてのワード2007入門』
　パソコンの基本操作は知っているけれど、ワードは
まだ…というあなた。この機会に学んでみましょう。
■日　時　W1コース・・・7月21日（火）・7月28日（火）
　　　　　　　　　　（昼）13：30～16：30
　　　　　W2コース・・・7月30日（木）・8月6日（木）
　　　　　　　　　　（夜）18：30～21：30

◎『はじめてのエクセル2007入門講座』
　一般的な集計表・グラフの作成を通して、エクセル
の基礎をゆっくりとしたペースで学んでみませんか。
■日　時　E1コース・・・7月21日（火）・7月28日（火）
　　　　　　　　　　（夜）18：30～21：30
　　　　　E2コース・・・7月30日（木）・8月6日（木）
　　　　　　　　　　（昼）１３：３０～１６：３０

★おしゃれ！～中高年女性のための～
　心身ともにおしゃれになろう！自分を知り、地域を知
り、仲間づくりをし、人生豊かに！
■日時・場所・内容
　①7月31日（金） 9：30～13：00　中央公民館　
　★黄ニラバラ寿司を作ろう
　　岡山の特産品の黄ニラを散りばめたバラ寿司を

作り、食べて、いろんな話に花を咲かそう。バラ寿
司をマスターして、「私の自慢料理」のひとつに！

　②8月28日（金） 9：30～12：00　中央公民館　
　★自分の魅力を発揮しよう！
　　マッサージのコツを知り、自分のメイク道具をう

まく使いこなし、素敵な笑顔を目指そう
　③9月25日（金） 9：00～15：00

　　お笑い赤坂亭・熊山英国庭園　　
　★ちょっとお出かけ！
　　お笑い亭赤坂の雷門喜助さんの寄席で、思いっき

り笑い、ストレス解消を！そして熊山英国庭園を散
策し、この季節の植物について学び、庭園でくつ
ろぎお友達つくろう

■対　象　一般女性（原則として全回参加できる人）
■定　員　30人　　
■参加費　3回で1,000円
　　　　　（その他材料代など実費負担）
■申込期間　7月6日（月）～

★プリザーブドフラワー
　枯れない花を部屋に可愛らしくアレンジしてみませんか。
■日　時　7月23日（木）
　　　　　午前のコース…10：00～11：30
　　　　　午後のコース…13：30～15：00
■対　象　一般　　■定　員　各コース20人
■参加費　2,200円（材料費込み）
■申込期間　7月6日（月）～
※窓口で受講料を添えてお申し込みください。お一人
　一申し込みに限ります。

★夏休み工作教室
　自分の手作りで、木工工作を作ってみよう！作って遊べ
る木工工作を、優しく教わりながら自分で作る講座です。
■日　時　7月30日（木） 9：00～12：00
■対　象　小学生低学年～高学年
■定　員　15人　　■参加費　500円　
■申込期間　7月6日（月）～7月24日（金）

★夏休み『子ども囲碁・将棋教室』
　夏休み、囲碁・将棋にチャレンジしよう！
■日　時
　7月23日（木）・30日（木）・8月6日（木）・20日（木）・
　27日（木）　13：30～15：30
■講　師　両宮地域囲碁愛好会 代表 石原徳夫ほか
■対　象　小学生・中学生　　■定　員　35人　　
■参加費　無料　　■申込期間　7月2日（木）～

中央公民館主催講座

高月公民館主催講座



●中央公民館（下市337 ☎955-0069）　　　　　●赤坂公民館（町苅田507 ☎957-2211）
●熊山公民館（松木623 ☎995-1360）　　　　　●吉井公民館（周匝136-1 ☎954-1379）
●高月公民館（穂崎848-1 ☎086-229-9777）　●西山公民館（西中220-1 ☎955-0777）
●山陽公民館（山陽1-10 ☎955-9777）　　　　●笹岡公民館（坂辺9 ☎957-2214）
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★高月公民館まつり
　公民館グループの活動成果の発表と両宮地域ぐる
み活動協議会の展示発表とをあわせて開催します。皆
さんお誘い合わせの上ぜひお越しください！
■日時・内容
　8月1日（土）   9：00～20：00…展示発表
　　　　　 　  20：00～22：00…盆踊り大会
　8月2日（日）   9：50～16：00…ステージ発表

★夏休み子ども工作教室
　待望の夏休み、工作をして楽しもう！
■日　時　7月24日（金） 10：00～11：30
■講　師　手労研岡山支部の先生
■対　象　小学生　　■定　員　15人
■参加費　200円　　■申込期間　7月1日（水）～

★手芸クラフト教室
　ビーズモチーフのチョーカーを作るよ。
■日　時　7月29日（水） 9：00～12：00
■講　師　手芸クラブ水すい9クラブ
■対　象　小学生高学年　　■定　員　10人
■参加費　200円（別途材料費は半額補助します）
■申込期間　7月1日（水）～

★絵手紙教室
　お盆前、絵手紙に挑戦してみませんか。
■日　時　8月1日（土） 9：00～12：00
■講　師　日本絵手紙協会公認講師　井上庸子
■対　象　小学生高学年～中学生
■定　員　10人
■参加費　300円（材料などは公民館で用意します）
■申込期間　7月1日（水）～

★夏休み子ども絵画教室
　夏休みに友達と一緒に絵を描いてみよう。
■日　時　8月4日（火） 14：00～16：00
■講　師　松嶋　一倫
■対　象　小学生　　■定　員　16人
■内　容
　自由（風景、ポスター、自分の世界、図鑑の絵など）
■参加費　100円
■申込期間　7月6日（月）～

★ドキドキ講座（自然観察会）
　自然大好き人間集まれ！赤磐市内に生息する水の中
の生き物について観察してみよう。
■日　時　7月11日（土） 9：00～11：00
■場　所　田んぼ（赤磐市松木）　※雨天中止
■定　員　30人　　■参加費　無料
■申込期間　7月2日（木）～7月10日（金）

★ワクワク講座 〈対象は小学3年生～6年生〉
◎プラネタリウムと科学のおもしろさ発見ツアー
　プラネタリウムのある科学館で楽しい夏休みを過ごそう。
■日　時　7月18日（土） 11：00～17：00
■場　所　倉敷科学センター
■定　員　20人（※申し込み多数の場合は抽選）
■参加費　240円（入館料）
■申込期間　7月1日（水）～7月9日（木）

◎夜の動物園探検
　夜の動物園へ出かけ、いろいろな動物たちを観察し
てみよう！
■日　時　8月7日（金） 17：30～21：30
■場　所　池田動物園（岡山市）
■定　員　20人（※申し込み多数の場合は抽選）
■参加費　670円（入館料ほか）
■申込期間　7月1日（水）～7月9日（木）

◎お天気教室
　虹や雲をつくったり、天気予報ができるまでを学ん
だりするとともに子どもたち同士の親睦を深めます。
■日　時　8月19日（水） 12：00～16：00
■場　所　岡山地方気象台（岡山市）
■定　員　20人（※申し込み多数の場合は抽選）
■参加費　無料
■申込期間　7月1日（水）～7月9日（木）

★部分日食特別観望会
　安全な日食観察法をご案内します。日食のしくみに
ついて学ぼう！
■日　時　7月22日（水） 9：00～13：00
　　　　　※雨天中止、曇天決行
■場　所　竜天天文台公園　　■参加費　無料
■問い合わせ先　金～日曜日は竜天天文台（☎958-
　2321）へお問い合わせください。

西山公民館主催講座

山陽公民館主催講座

熊山公民館主催講座

吉井公民館主催講座
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セ

ン
タ

ー・山
陽

郷
土

資
料

館
休

館
日

※
休

日
当

番
医

に
つ

い
て

は
6月

15日
現

在
の

も
の

で
す

。受
診

さ
れ

る
場

合
は

、あ
ら

か
じ

め
確

認
し

て
く

だ
さ

い
。

このページは外してご利用ください。

㊩
あ

ま
の

耳
鼻

咽
喉

科
医

院
　

☎
９５５

-８１９１
㊩

景
山

医
院

 ☎
９９５

-２２９９
●

間
阪

内
科

医
院

 ☎
９５２

-１７１７
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
あ

か
い

わ
フ

ァ
ミ

リ
ー

ク
リ

ニ
ッ

ク
　

☎
９５５

-９２５１
㊩

越
宗

医
院

 ☎
９５７

-３０
35

●
岩

藤
胃

腸
科

外
科

歯
科

ク
リ

ニ
ッ

ク
　

☎
９５２

-１１６６
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

㊩
山

本
ク

リ
ニ

ッ
ク

 ☎
９５５

-８８６８
㊩

米
井

医
院

 ☎
９５４

-０５５０
●

吉
井

外
科

医
院

 ☎
９５２

-３３３１
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

6/28
6/29

6/30
1

2
3

4

5
6

7
8

9
10

11

12
13

14
15

16
17

18



●
民

話
の

寺
小

屋
　

１４：００
～（

中
央

図
書

館
）

●
部

分
日

食
特

別
観

望
会

　
９：００

～
１３：００

　（
竜

天
天

文
台

）

●
幼

児
歯

科
教

室
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）
●

乳
が

ん
検

診〔
視

触
診

〕
　（

熊
山

地
域

）
●

交
通

安
全

日
●

親
子

で
つ

くる
手

づ
くり

絵
本

教
室

①
　

14：00～
16：00

●
お

笑
い

赤
坂

亭
定

例
寄

席
　

19：00～
20：00

　（
お

笑
い

赤
坂

亭
）

●
定

期
救

急
講

習
会

　
９：００

～
１２：００

　（
赤

磐
市

消
防

本
部

）

●
乳

児
健

診
　

受
付

時
間

 12：45～
13：15

　（
山

陽
保

健
セ

ン
タ

ー
）

●
双

子・三
つ

子
の

集
い

　
10：００

～
１

2：００
　（

山
陽

保
健

セ
ン

タ
ー

）

●
乳

が
ん

検
診〔

視
触

診
〕

　（
熊

山
地

域
）

★
7月

の
税・保

険
料

を
　

期
限

内
に

納
め

ま
し

ょ
う

　
●

固
定

資
産

税
…

…
…

…
2期

　
●

国
民

健
康

保
険

税
…

…
…

２
期

　
●

介
護

保
険

料（
普

通
徴

収
）

　
　

　
　

　
　

…
…

…
…

…
２

期
　

●
後

期
高

齢
者

医
療

保
険

料
　

　
　

　
　

　
…

…
…

…
…

１
期

　
　

　
　

　
7月

31日
ま

で

7
月

1
2

3
4

5
6

7
8

9
1

0
1

1
1

2
1

3
1

4
1

5
1

6
1

7
1

8
1

9
2

0
2

1
2

2
2

3
2

4
2

5
2

6
2

7
2

8
2

9
3

0
3

1
■
山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

［
利

用
料

金
］

◦
プ

ー
ル

  高
校

生
以

上
…

…
400円

中
学

生
以

下
…

…
200円

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
…

300円
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

　
生

以
上

で
初

心
者

講
習

修
了

者
に

限
り

　
ま

す
。初

心
者

講
習

は
★

印
に

行
っ

て
い

　
ま

す
が

電
話

予
約

が
必

要
で

す
。

　
受

講
料

 400円
／

再
受

講
料

 300円
☎
9
5
5
-4
4
3
2

■
吉
井
B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー

［
利

用
料

金
］

◦
プ

ー
ル

  高
校

生
以

上
…

…
100円

中
学

生
以

下
…

…
  50円

◦
ト

レ
ー

ニ
ン

グ
ル

ー
ム

…
…

100円
※

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
の

ご
利

用
は

高
校

　
生

以
上

で
す

。
☎
9
5
4
-2
3
2
3

水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金
土
日
月
火
水
木
金

山陽ふれあい公園

屋
　

内
プ
ー
ル

10:00

〜12:00
○

○
○

○
※参照

休館日

○
○

○
○

○
※参照

休館日

○
○

○
○

○
※参照

※参照

休館日

○
○

○
○

※参照

休館日

○
○

○
○

14:00

〜16:00
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

18:30

〜20:30
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

ト
レ
ー

ニ
ン
グ

ル
ー
ム

9:00

〜21:00
☆

☆
☆

☆
休館日

☆
☆

☆
☆

☆
休館日

☆
☆

☆
☆

☆
休館日

☆
☆

☆
☆

休館日

☆
☆

☆
☆

9:00

〜17:00
☆

☆
☆

☆
☆

初
心

者
講

習
実

施
日

★
★

★
★

★
★

★

吉井Ｂ＆Ｇ海洋センター

屋
　

内
プ
ー
ル

10:00

〜12:00
○

○
○

○
○

休館日

休館日

○
○

○
○

○
休館日

休館日

○
○

○
○

○
○

休館日

休館日

○
○

○
○

休館日

休館日

○
○

○

14:00

〜16:00
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

18:30

〜20:30
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

ト
レ
ー

ニ
ン
グ

ル
ー
ム

9:00

〜21:00
☆

☆
☆

☆
休館日

休館日

☆
☆

☆
☆

休館日

休館日

☆
☆

☆
☆

休館日

休館日

☆
☆

☆
休館日

休館日

☆
☆

☆

9:00

〜17:00
☆

☆
☆

☆
☆

○
 屋

内
プ

ー
ル

一
般

開
放

　
☆

 ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
開

放

◆
山

陽
ふ

れ
あ

い
公

園
…〈

屋
内

プ
ー

ル
〉7月

の
日

曜・祝
日

の
開

放
は

、①
9：00〜

11：00②
11：30〜

13：30③
14：00〜

16：00の
3回

で
す

。　
　〈

ト
レ

ー
ニ

ン
グ

ル
ー

ム
〉初

心
者

講
習（

日
曜

日
は

14：00〜
、金

曜
日

は
18：30〜

）

㊩
う

え
の

内
科

小
児

科
医

院
　

☎
９５６

-０５０５
㊩

井
上

内
科

 ☎
９５４

-１９０２
●

長
島

病
院

 ☎
９５２

-１３５５

㊡
山

陽
郷

土
資

料
館

㊩
三

島
内

科
医

院
 ☎

９５５
-５３１１

㊩
赤

磐
市

民
病

院
 ☎

９９５
-１２５１

●
粟

井
内

科
医

院
 ☎

９５３
-０６１７

㊡
桜

が
丘

い
き

い
き

交
流

セ
ン

タ
ー

㊩
片

山
医

院
 ☎

０８６
-２２９

-２１６６
㊩

道
満

医
院

 ☎
９５７

-２１１１
●

近
藤

内
科

医
院

 ☎
９５３

-１６１０
㊡

山
陽

郷
土

資
料

館
㊡

桜
が

丘
い

き
い

き
交

流
セ

ン
タ

ー

19
20

21
22

23
24

25

26
27

28
29

30
31
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◦
準
優
勝
／
板
野　

泰
裕

　
　
　
　
　
（
さ
く
ら
が
お
か
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）

◦
第
三
位
／
今
川　

康
之

　
　
　
　
　
（
卓
球
を
楽
し
む
会
）

　
　
　
　
　

河
本　

凱
地

　
　
　
　
　
（
白
陵
中
）

　

★
敗
者
復
活
戦
優
勝

　
　

田
口　

直
輝（
山
陽
卓
親
）

東
備
安
全
狩
猟
射
撃
大
会

　

四
月
二
十
六
日
㈰
、備
前
射
撃
場

で
開
催
さ
れ
た
岡
山
県
猟
友
会
東
備

支
部
安
全
狩
猟
射
撃
大
会
に
本
市
か

ら
二
十
五
人
が
参
加
。

当
日
の
結
果
は
次
の
と
お
り

（
敬
称
略
）

〈
団
体
の
部
〉

◦
優　

勝
／
山
陽
Ａ
チ
ー
ム

◦
第
三
位
／
山
陽
Ｂ
チ
ー
ム

〈
個
人
の
部
〉

◎
Ａ
ク
ラ
ス（
五
十
五
歳
以
下
）

◦
第
二
位
／
福
安
秀
雄（
山
陽
）

◦
第
三
位
／
篠
原
康
人（
山
陽
）

◎
Ｃ
ク
ラ
ス（
六
十
六
歳
以
上
）

◦
第
二
位
／
藤
原
輝
雄（
山
陽
）

◦
第
三
位
／
本
徳
丈
彦（
山
陽
）

◦
第
五
位
／
白
石　

求（
熊
山
）

　

こ
の
結
果
、福
安・藤
原・本
徳
の
三

人
が
東
備
地
域
の
代
表
と
し
て
、七

月
十
二
日
㈰
に
岡
山
県
ク
レ
ー
射
撃

場
で
開
催
さ
れ
る
県
大
会
へ
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

※
全
国
大
会
出
場
の
紹
介
は
、本
人
の

　

申
し
出
に
よ
り
掲
載
し
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ｏ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
カ
ッ
プ

第
五
回
都
道
府
県
対
抗
全
日
本

中
学
生
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会（
三
重
県
）

〈
岡
山
選
抜　

準
優
勝
〉

◇
赤
坂
中
学
校
二
年

　

羽
原
愼
一
郎（
町
苅
田
）

赤
磐
市
ゴ
ル
フ
選
手
権（
グ
ロ
ス
の
部
）

【
開
催
日
】五
月
三
日
㈰

【
場　

所
】赤
坂
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

【
参
加
者
】三
十
人

【
結　

果
】

◦
優　

勝
／
末
石　

純
一

◦
準
優
勝
／
岸
本　
　

勇

◦
第
三
位
／
金
平　

康
弘

第
三
回
赤
磐
市
体
育
協
会
長
杯

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

【
開
催
日
】五
月
三
十
一
日
㈰

【
場　

所
】山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育
館

【
参
加
者
】百
三
十
二
人

【
結　

果
】

◎
男
子
Ａ
級

◦
優
勝
／
額
田
桂
史
・
大
野
聖
弥

　
　
　
　
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

◦
二
位
／
実
盛
和
寿
・
遠
藤
敏
夫

　
　
　
　
（
熊
山
）

◦
三
位
／
安
藤
宏
明
・
岩
藤
照
将

　
　
　
　
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

◎
女
子
Ａ
級

◦
優
勝
／
福
田
ひ
ろ
み
・
西
山
美
貴

　
　
　
　
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

◦
二
位
／
河
井
麻
希
・
福
田
真
弓

　
　
　
　
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

◦
三
位
／
大
屋
知
子
・
山
田
和
子

　
　
　
　
（
高
陽
中
）

◎
男
子
Ｂ
級

◦
優
勝
／
島
村
崇
間
・
大
脇
伸
介

　
　
　
　
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

◦
二
位
／
竹
村
総
一
郎
・
藤
澤
理
恵

　
　
　
　
（
ピ
ン
ク
ラ
ビ
ッ
ツ
）

◦
三
位
／
社
誠
二
郎
・
元
岡
か
お
る

　
　
　
　
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ー
ド
３
８
１
）

◎
女
子
Ｂ
級

◦
優
勝
／
岡
部
彩
矢
香
・
辻
野
結
衣

　
　
　
　
（
桜
が
丘
中・山
陽
ジ
ュ
ニ
ア)

◦
二
位
／
岩
田
和
子
・
古
川
統
子

　
　
　
　
（
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ク
ス
）

◦
三
位
／
広
田
雅
子
・
末
井
由
佳
里

　
　
　
　
（
シ
ャ
ト
ル
ワ
ー
ク
ス
）

◎
男
女
Ｃ
級

◦
優
勝
／
田
中
弘
美・鳴
瀬
真
澄

　
　
　
　
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ー
ド
３
８
１
）

◦
二
位
／
小
松
倫
枝
・
小
松
千
聖

　
　
　
　
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ー
ド
３
８
１
）

◦
三
位
／
光
好
瑞
江
・
武
知
弘
子

　
　
　
　
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
バ
ー
ド
３
８
１
）

◎
男
女
Ｄ
級

◦
優
勝
／
森　

紀
香
・
黒
田
優
奈

　
　
　
　
（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
）

◦
二
位
／
松
岡
沙
季
・
平
松
昴
氣

　
　
　
　
（
チ
ェ
リ
ー
ズ
）

◦
三
位
／
池
本
愛
子
・
亀
井
美
芳

　
　
　
　
（
山
陽
ジ
ュ
ニ
ア
）

第
五
回
赤
磐
市

職
場
・
ク
ラ
ブ
野
球
大
会

【
開
催
日
】

　

四
月
二
十
六
日
～
五
月
十
日

【
場　

所
】桜
が
丘
野
球
場
、赤
坂
フ

　
ァ
ミ
リ
ー
公
園
多
目
的
広
場

【
参
加
チ
ー
ム
】八
チ
ー
ム

◦
優　

勝
／
赤
磐
市
役
所
Ａ

◦
準
優
勝
／
Ｊ
Ａ
岡
山
東

第
九
回
赤
磐
市
卓
球
大
会

【
開
催
日
】五
月
三
十
一
日
㈰

【
場　

所
】高
陽
中
学
校
体
育
館

【
参
加
者
】

　

二
十
二
チ
ー
ム
、九
十
九
人

〈
団
体
戦
〉

◦
優　

勝
／
さ
く
ら
が
お
か
Ｔ
Ｔ
Ｃ

◦
準
優
勝
／
さ
く
ら
ク
ラ
ブ

◦
第
三
位
／
Ａ
Ｔ
Ｃ

　
　
　
　
　

桜
が
丘
中
Ａ

〈
個
人
戦
〉

◎
Ａ
ク
ラ
ス

◦
優　

勝
／
横
山　

正

　
　
　
　
　
（
山
陽
卓
親
）

◦
準
優
勝
／
山
野　

義
信

　
　
　
　
　
（
山
陽
卓
親
）

◦
第
三
位
／
中
山　

裕
一

　
　
　
　
　
（
さ
く
ら
が
お
か
Ｔ
Ｔ
Ｃ
）

◎
Ｂ
ク
ラ
ス

◦
優　

勝
／
八
重
尾
莉
亜
奈

　
　
　
　
　
（
桜
が
丘
中
）

◦
準
優
勝
／
寺
澤　

福
美

　
　
　
　
　
（
Ａ
Ｔ
Ｃ
）

◦
第
三
位
／
富
田　

友
亮

　
　
　
　
　
（
山
陽
卓
親
）

　
　
　
　
　

小
林　

由
奈

　
　
　
　
　
（
桜
が
丘
中
）

　

★
敗
者
復
活
戦
優
勝

　
　

三
宅　

彩
香（
桜
が
丘
中
）

◎
初
心
者
ク
ラ
ス

◦
優　

勝
／
渡
辺　

剛

　
　
　
　
　
（
二
丁
目
卓
球
同
好
会
）

全
国
大
会
出
場（
敬
称
略
）

大
会
結
果



広報あかいわ（平成21年7月号）19

第
四
回
赤
磐
市
春
季
テ
ニ
ス
大
会

【
日　

時
】七
月
十
二
日
㈰

◦
受　
　

付
／
午
前
八
時
三
十
分
～

◦
試
合
開
始
／
午
前
九
時
～

※
雨
天
時
は
七
月
十
九
日
㈰
に
延
期

【
場　

所
】桜
が
丘
西
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

【
種　

目
】ダ
ブ
ル
ス

【
試
合
方
法
】六
ゲ
ー
ム
先
取
一
セ
ッ

　

ト
マ
ッ
チ
、ノ
ー
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ

【
参
加
資
格
】市
内
在
住
在
勤
者
、赤

磐
市
桜
が
丘
テ
ニ
ス
場
年
間
会
員

【
参
加
費
】五
百
円

【
連
絡
先
】

◦
愛
甲
博
美

　

☎
０
９
０（
１
６
８
１
）７
４
７
８

岡
山
シ
ー
ガ
ル
ズ
の

市
民
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
！

　

昨
年
に
引
き
続
き
、
岡
山
シ
ー
ガ

ル
ズ
の
選
手
・ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
市
民

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
教
室
を
開
講
し
ま
す
。

ご
家
族
や
お
友
達
と
楽
し
く
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
し
ま
せ
ん
か
。

【
期　

間
】八
月
二
十
日
㈭
、二
十
七

日
㈭
、
九
月
三
日
㈭
、
十
日
㈭
、

十
七
日
㈭
、二
十
四
日
㈭
、十
月

八
日
㈭〈
全
７
回
〉

【
時　

間
】

　

午
後
七
時
～
八
時
三
十
分

【
場　

所
】山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園
体
育

　

館
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ア
リ
ー
ナ

【
対　

象
】市
内
在
住
在
勤
者

【
受
講
料
】千
円（
初
回
に
持
参
し
て

　

く
だ
さ
い
）

【
定　

員
】四
十
人

【
締
め
切
り
日
】八
月
二
十
日（
木
）

【
申
し
込
み
先
】

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
９
５
５
）４
４
３
２

小
学
生
サ
ッ
カ
ー・ホ
ッ
ケ
ー
教
室
開
催

　

初
め
て
の
人
も
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

【
日　

時
】

◎
サ
ッ
カ
ー
教
室

　

七
月
二
十
八
日
㈫・三
十
日
㈭

　

午
後
六
時
三
十
分
～
八
時
三
十
分

◎
ホ
ッ
ケ
ー
教
室

　

七
月
二
十
八
日
㈫・二
十
九
日
㈬

　

午
前
九
時
～
正
午

【
場　

所
】熊
山
運
動
公
園
多
目
的
広
場

【
対　

象
】市
内
小
学
生

【
参
加
費
】無
料

【
定　

員
】

　

各
教
室
四
十
人（
先
着
順
）

【
申
込
期
間
】

　

七
月
一
日
㈬
～
前
日
ま
で

　

※
土
日
祝
受
付
不
可

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先
】

◦
教
育
委
員
会
熊
山
分
室

　
（
熊
山
公
民
館
内
）

　

☎（
９
９
５
）１
３
６
０

吉
井
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
ク
ラ
ブ
員
募
集

【
活
動
日
】毎
週
水
曜
午
後
七
時
～

【
活
動
場
所
】草
生
テ
ニ
ス
コ
ー
ト（
吉

　

井
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

【
対　

象
】小
学
四
年
生
以
上

【
連
絡
先
】

◦
木
下

　

satoya.30-1126-425@
ezw
eb.ne.jp

赤
磐
市
体
育
協
会
功
績
表
彰

　

五
月
二
十
四
日
㈰
、平
成
二
十一年

度
赤
磐
市
体
育
協
会
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、昨
年
度
市
内
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
功
績
の
あ
っ
た
個
人
に
、表
彰
状
と

記
念
の
盾
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞

者
は
次
の
と
お
り
。（
順
不
同
）

◎
優
秀
選
手
の
部

◦
光
山　

幸
扶（
柔
道
）

◦
羽
原
愼
一
郎（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）

◎
功
労
者
の
部

◦
西
中
昭
次
郎（
登
山
）

山
陽
ふ
れ
あ
い
公
園

屋
内
プ
ー
ル

　

開
閉
式
の
屋
根
で
夏
季
は

外
の
空
気
も
楽
し
め
ま
す
。

　

一
般
の
プ
ー
ル
に
は
、ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
専
用
コ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
の
で
、水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
利
用
料
金
】

◦
高
校
生
以
上
…
四
百
円

◦
中
学
生
以
下
…
二
百
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

◦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　

☎（
９
５
５
）４
４
３
２

熱
い
戦
い
が
ス
タ
ー
ト
！

第
二
回
岡
山
ジ
ュ
ニ
ア
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
開
幕
！

　

五
月
三
十
日
㈯
、熊
山
運
動
公
園

多
目
的
広
場
で「
第
二
回
岡
山
ジ
ュ
ニ

ア
ホ
ッ
ケ
ー
リ
ー
グ
」
が
開
幕
し
、初

戦
の
ス
プ
リ
ン
グ
カ
ッ
プ
に
全
十
九
チ

ー
ム
が
参
加
。選
手
た
ち
は
優
勝
を

目
指
し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
リ
ー
グ

は
、一
部（
中
学
生
男
女
）・
二
部（
小

学
生
男
女
）・
キ
ッ
ズ
の
部
（
小
学
二

年
生
以
下
）・フ
ァ
ミ
リ
ー
の
部（
保
護

者
）の
六
部
門
。

　

今
年
は
十
一
月
ま
で
四
カ
ッ
プ
に
わ

た
り
開
催
。カ
ッ
プ
ご
と
の
優
勝
と
総

合
優
勝
を
争
い
ま
す
。

　

次
回
の
サ
マ
ー
カ
ッ
プ
は
、七
月

二
十
五
日
㈯
で
す
。ぜ
ひ
ご
観
戦
く
だ

さ
い
。

◆
ス
プ
リ
ン
グ
カ
ッ
プ
優
勝

◎
男
子
一
部（
中
学
生
の
部
）

　

磐
梨
中
学
校
Ａ

◎
男
子
二
部（
小
学
生
の
部
）

　

熊
山
ド
リ
ー
ム
ベ
ア
ー
ズ

第
十
五
回
中
国
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

　

中
国
地
区
の
各
県
代
表
校
が
中
国
地
区
王
者
の
座
と
第
三
十
九
回
全
日

本
中
学
生
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会
へ
の
出
場
権
を
か
け
て
争
い
ま
す
。磐
梨

中
学
校
男
女
ホ
ッ
ケ
ー
部
が
、岡
山
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。会
場
は
熊

山
運
動
公
園
多
目
的
広
場
で
、観
戦
は
自
由
で
す
。

【
開
催
日
】

◦
八
月
一
日
㈯
…
予
選
リ
ー
グ

◦
八
月
二
日
㈰
…
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

募
　
　
集

体
育
協
会
ニ
ュ
ー
ス

施
設
紹
介

ホ
ッ
ケ
ー
か
わ
ら
版
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◦
お
産
・
育
児
に
向
け
て（
保
健

師
と
共
に
）

◦
栄
養
に
つ
い
て（
栄
養
士
の

指
導
と
試
食
）

　

市
内
の
妊
婦
さ
ん
と
知
り

合
え
る
機
会
で
も
あ
り
ま
す
。

託
児
も
あ
り
ま
す
の
で
、お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

　
（
お
住
ま
い
の
地
域
ご
と
に

お
願
い
し
ま
す
）

◦
本
庁
健
康
増
進
課

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係

　

麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接
種

　

麻
し
ん
風
し
ん
の
予
防
接
種

は
、昨
年
度
か
ら
五
年
間
、第
一

期
、第
二
期
に
加
え
、第
三
期
お

よ
び
第
四
期
の
接
種
が
定
期
予

防
接
種
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

少
し
で
も
早
い
免
疫
の
獲
得
と

夏
に
流
行
が
多
い
こ
と
か
ら
、

早
い
時
期
の
接
種
を
お
勧
め
し

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
本
庁
健
康
増
進
課

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課
保
健
係

　

運
動
教
室

　

運
動
に
関
す
る
正
し
い
知
識

や
、最
新
の
情
報
を
勉
強
し
ま

す
。

日　

時

①
七
月
二
十
八
日
㈫

　

午
前
十
時
～
正
午

②
八
月
三
日
㈪

　

午
前
十
時
～
十
一
時
三
十
分

場　

所

①
中
央
公
民
館
調
理
室

②
西
山
公
民
館
集
会
室

内　

容

①
メ
タ
ボ
予
防
の
栄
養
に
つ
い
て

　

調
理
実
習
／
市
栄
養
士　

②
メ
タ
ボ
予
防
体
操

　

健
康
運
動
実
践
指
導
者
／
千

田
節
子
先
生

対
象
者

情報ボックス内でお知らせする
市役所関係の電話番号は下記
のとおりです。
◎電話番号一覧

［本庁代表］☎955-1111
　◦企画課
　　☎９５５-2692
　◦市民課国保年金係
　　☎９５５-１１１３
　◦協働推進室
　　☎955-4783
　◦健康増進課
　　☎955-1117
　◦介護保険課
　　☎955-1116
　◦社会福祉課
　　☎955-1115
　◦産業振興課
　　☎９５５-６１７４

［赤坂支所代表］☎957-2222
　◦市民生活課
　　☎957-4821
　◦健康福祉課
　　☎957-4822

［熊山支所代表］☎995-1211
　◦市民生活課
　　☎995-1214
　◦健康福祉課
　　☎995-1293

［吉井支所代表］☎954-1111
　◦市民生活課
　　☎954-1183
　◦健康福祉課
　　☎954-1374

［教育委員会］
　◦学校教育課
　　☎９５５-０９７２
　◦社会教育課文化財係
　　☎９５５-０７１０
　◦山陽郷土資料館
　　☎９５５-０７１０

［消防本部］☎955-2244
　◦警防課救急係
　　☎955-2254

　

母
親
学
級

　

妊
婦
さ
ん
を
対
象
に
母
親
学

級
を
開
催
し
ま
す
。受
講
希
望

者
は
、事
前
に
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

日　

時

①
七
月
一
日
㈬

②
七
月
十
七
日
㈮

　

い
ず
れ
も
午
前
九
時
三
十
分

～
十
一
時
三
十
分（
受
付
／
午
前

九
時
十
五
分
～
）

場　

所　

山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

妊
娠
中
の
人

持
参
品　

母
子
健
康
手
帳

内　

容

①
七
月
一
日
㈬

　

講
話
と
座
談
会（
妊
娠
中・お

産・産
後
の
こ
と
な
ど
）

　

講
師
／
助
産
院
ミ
ン
ト
ハ
ウ
ス
東

森
助
産
師
・
東
森
二
三
子
先
生

②
七
月
十
七
日
㈮

て
い
ま
す
。も
う
お
済
み
で
し
ょ

う
か
。

対
象
時
期

◦
第
一
期
…
一
歳
以
上
二
歳
未
満

◦
第
二
期
…
五
歳
か
ら
七
歳
未
満

で
、小
学
校
入
学
前
の
一
年
間

◦
第
三
期
…
中
学
一
年
生
に
相

当
す
る
年
齢
の
一
年
間

◦
第
四
期
…
高
校
三
年
生
に
相

当
す
る
年
齢
の
一
年
間

医
療
機
関　

　

ご
家
庭
に
配
布
し
て
い
ま
す

｢

け
ん
こ
う
カ
レ
ン
ダ
ー｣

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
麻
し
ん
に
か
か
っ
た
人
の
う

ち
、千
人
に
一
人
程
度
の
割
合

で
死
亡
す
る
こ
と
や
、妊
婦

が
風
し
ん
に
か
か
っ
た
場
合
、

障
害
を
持
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が

生
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

予
防
接
種
を
勧
め
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
健
康
増
進
課　
　

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課

　

幼
児
歯
科
教
室

　

次
の
と
お
り
、四
・五
・六
歳

児
を
対
象
に
開
催
し
ま
す
。四

月
二
十
一
日
現
在
で
赤
磐
市
に

住
所
が
あ
る
対
象
者
に
は
案
内

兼
申
込
書
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
降
に
転
入
さ
れ
た
人

に
は
配
布
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

希
望
さ
れ
る
人
は
お
住
ま
い
の

地
域
の
担
当
ま
で
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

日　

時　

七
月
二
十
三
日
㈭

〈
受
付
〉

　

午
前
九
時
十
五
分
～
十
一
時

　

午
後
零
時
四
十
五
分
～
二
時
三
十
分

場　

所　

山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象

　

四・五・六
歳
児（
平
成
十
五
年

四
月
二
日
～
平
成
十
七
年
七
月

三
十
一
日
生
ま
れ
）

内　

容

　

歯
科
健
診
、歯
み
が
き
指
導
、

フ
ッ
素
塗
布
、栄
養
指
導

申
込
締
め
切
り　

七
月
十
日
㈮

健
康
福
祉
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多
胎
児（
就
学
前
の
乳
幼
児
）

の
保
護
者
お
よ
び
多
胎
児
を

出
産
予
定
の
人（
※
託
児
有
）

内　

容　

多
胎
児
に
関
す
る
子

　

育
て
の
情
報
交
換（
お
や
つ

　

の
試
食
あ
り
）

申
込
期
限　

七
月
二
十
七
日
㈪

申
し
込
み
先　

◦
本
庁
健
康
増
進
課

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課

　
第
九
回
岡
山
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　
「
輝
い
て
キ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」結
果
報
告

　

岡
山
県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大

会
が
、五
月
十
日
㈰
ほ
か
、岡
山

県
陸
上
競
技
場
な
ど
各
会
場
で

開
か
れ
、赤
磐
市
か
ら
は
、十
二

人
が
選
手
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。

　

大
会
種
目
で
あ
る
陸
上
、卓

球
と
今
大
会
か
ら
新
た
に
追
加

さ
れ
た
精
神
障
害
者
の
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
競
技
な
ど
を
通

じ
て
、多
く
の
選
手
が
気
持
ち

の
い
い
汗
を
流
し
、メ
ダ
ル
を
手

に
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

者
な
ど
の
三
親
等
内
の
親
族

※
戦
没
者
の
死
亡
ま
で
引
き
続

き
一
年
以
上
の
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

支
給
内
容

　

額
面
二
十
四
万
円
、六
年
償

還
の
記
名
国
債

請
求
期
間

　

平
成
二
十
一年
四
月
一
日
か
ら

平
成
二
十
四
年
四
月
二
日
ま
で

　

請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
時
効

に
よ
り
権
利
が
消
滅
し
、特
別

弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
請
求
漏
れ

の
な
い
よ
う
十
分
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

請
求
窓
口

◦
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

　

双
子・三
つ
子
の
集
い

　

双
子・三
つ
子
な
ど
多
胎
児
の

保
護
者
と
多
胎
児
を
出
産
予
定

の
妊
婦
を
対
象
に
双
子・三
つ
子

の
集
い
を
開
催
し
ま
す（
要
予

約
）

日　

時　

七
月
三
十
日
㈭

　

午
前
十
時
～
正
午

場　

所　

山
陽
保
健
セ
ン
タ
ー

対　

象　

双
子
・
三
つ
子
な
ど

　

四
十
～
六
十
歳
代
の
住
民

定　

員　

二
十
五
人

持
参
品

　

①
エ
プ
ロ
ン
②
運
動
の
で
き

る
服
装
、屋
内
シ
ュ
ー
ズ

申
し
込
み
先

◦
吉
井
支
所
健
康
福
祉
課

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付

　

左
記
対
象
者
の
外
出
の
促
進

を
目
的
に
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付

を
行
っ
て
い
ま
す
。交
付
希
望
者

は
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者

　

本
市
に
一
年
以
上
住
所
を
有

し
、か
つ
居
住
し
て
い
る
住
民

税
非
課
税
世
帯
に
属
す
る
人
で
、

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人

①
七
十
五
歳
以
上
の
人

②
一
級
か
ら
三
級
の
身
体
障
害

者
手
帳
を
お
持
ち
の
人

③
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
人

④
一
級
ま
た
は
二
級
の
精
神
障

害
者
保
健
福
祉
手
帳
を
お
持

ち
の
人

サ
ー
ビ
ス
内
容

　

一
枚
で
初
乗
り
料
金
が
控
除

さ
れ
る
タ
ク
シ
ー
券
を
一
カ
月

二
枚
交
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

　

配
食
サ
ー
ビ
ス
を

　

利
用
す
る
に
は

　

左
記
対
象
者
で
、希
望
す
る

人
に
夕
食
を
配
達
し
て
い
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
人
は
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

本
市
に
住
所
を
有
し
、

　

か
つ
居
住
し
て
い
る
六
十
五

　

歳
以
上
の
住
民
税
非
課
税
世

　

帯
に
属
す
る
人

サ
ー
ビ
ス
内
容

　
一
人
一
日
一
食（
夕
食
）

利
用
料

　
一
食
四
百
円
程
度

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
社
会
福
祉
課
社
会
福
祉
係

◦
各
支
所
健
康
福
祉
課
福
祉
係

　

戦
没
者
な
ど
の

　

ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

　

第
九
回
特
別
弔
慰
金
が

　

支
給
さ
れ
ま
す

対
象
者

　

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金

な
ど
を
受
け
て
い
た
人
が
平

成
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
平
成

二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
の
間
に

亡
く
な
る
な
ど
し
、平
成
二
十
一

年
四
月
一
日
に
公
務
扶
助
料
や

遺
族
年
金
な
ど
の
受
給
権
者
が

い
な
い
場
合
に
、次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

⑴
平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
ま

で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族

等
援
護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の

受
給
権
を
取
得
し
た
人

⑵
戦
没
者
な
ど
の
子

⑶
戦
没
者
な
ど
の
①
父
母
②
孫

③
祖
父
母
④
兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
人
の
う
ち
平
成

二
十
一
年
四
月
一
日
に
婚
姻

し
て
い
た
と
し
て
も
氏
が
変

わ
っ
て
い
な
い
人
ま
た
は
同

日
に
遺
族
以
外
の
人
と
養
子

縁
組
を
し
て
い
な
い
人
に
限

り
ま
す
。

⑷
右
記
⑶
以
外
の
戦
没
者
な
ど

の
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④

兄
弟
姉
妹

※
戦
没
者
と
生
計
関
係
を
有
し

て
い
な
い
人
や
戦
没
者
な
ど

と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

が
右
記
⑶
に
該
当
し
な
い
人
。

⑸
右
記
⑴
か
ら
⑷
以
外
の
戦
没

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



日　　時 相談内容 場　　所 問い合わせ先

山 

陽 

地 

域

7月3日㈮
午後1時～4時

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田哲也・賀川進太郎

山陽産業会館2階
ふるさと交流室

【無料法律】
【なやみごと（人権）】
本庁市民課

【消費生活】
本庁協働推進室

7月8日㈬
午後1時～4時

【なやみごと（人権）】
【消費生活】

8月7日㈮
午後1時～4時

【無料法律】※要予約
岡山弁護士会所属弁護士
奥田哲也・賀川進太郎

熊 

山 

地 

域

7月3日㈮
午前10時～正午 【なやみごと（人権）】

【行政】
熊山支所２階
第１会議室 熊山支所市民生活課

8月7日㈮
午前10時～正午

吉 

井 

地 

域

7月15日㈬
午後1時～３時

【なやみごと（人権）】
【行政】 吉井会館

農事実習室

吉井支所市民生活課

7月15日㈬
午前10時～午後３時 【年金】 岡山東社会保険事務所　　

☎086-270-7928

市
内
い
ず
れ
の
地
域
で
も
各
相
談
は
受

け
ら
れ
ま
す
。（
※
相
談
は
無
料
で
秘
密

は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
）

　今年3月まで行政相談委員
を務められた常安克之さんに、
総務大臣から感謝状が贈られま
した。
　常安さんは、平成17年
4月1日から平成21年
3月31日までの4年間、
赤坂地域の行政相談に
あたり、市民と行政の
パイプ役として活躍
されました。

行政相談委員として
ご 苦 労 さまでし た！

広報あかいわ（平成21年7月号）22

　

い
ず
れ
も
午
前
十
時
～

　

午
後
四
時

場　

所

①
中
央
公
民
館

②
吉
井
公
民
館

③
中
央
公
民
館

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課

　

就
学
相
談

　

赤
磐
市
教
育
委
員
会
で
は
、

障
害
の
あ
る
お
子
さ
ん
に
つ
い

て
、日
ご
ろ
の
生
活
の
様
子
や

小
学
校
な
ど
へ
の
就
学
に
あ
た

っ
て
困
っ
て
い
る
こ
と
や
不
安

な
こ
と
が
あ
る
保
護
者
の
人
を

対
象
に
、就
学
相
談
を
次
の
日

程
で
開
催
し
ま
す
。

日　

時

①
七
月
二
十
八
日
㈫

②
七
月
二
十
九
日
㈬

③
八
月
二
十
一
日
㈮

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

身
体
障
害
者
三
十
五
人
を

　

花
火
大
会
に
招
待

　

県
で
は
、八
月
一
日（
土
）に

岡
山
市
内
で
開
か
れ
る「
お
か

や
ま
桃
太
郎
ま
つ
り
納
涼
花
火

大
会
」に
、県
庁
舎
九
階
へ
車
い

す
使
用
の
身
体
障
害
者
三
十
五

人（
付
き
添
い
は
二
人
ま
で
）を

招
待
し
ま
す
。

対
象
者

　

県
内
在
住
者
で
、身
体
障
害

者
手
帳
を
所
持
す
る
車
い
す
使

用
の
身
体
障
害
者

申
し
込
み
方
法

　

所
定
の
応
募
用
紙
、電
子
申

請
、は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り　

七
月
十
日
㈮

　

午
後
五
時（
必
着
）

　

な
お
、応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
県
庁
障
害
福
祉
課

　

☎
０
８
６（
２
２
６
）７
３
６
２

　

FAX
０
８
６（
２
２
４
）６
５
２
０

相

談
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国
保
の
各
種
手
続
き

国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
の
更
新

　

七
十
歳
以
上
七
十
五
歳
未

満
の
人
に
は
八
月
一
日
で
高
齢

受
給
者
証
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

定
期
の
所
得
判
定
を
行
い
七
月

下
旬
に
お
手
元
に
届
く
よ
う
送

付
し
ま
す
。

入
院
時
の
自
己
負
担
分
の

限
度
額・減
額
認
定
証
の
更
新

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
、

入
院
時
の
医
療
費
の
自
己
負
担

お
よ
び
食
事
代
が
自
己
負
担
分

ま
で
減
額
さ
れ
る「
限
度
額
適

用
認
定
証
」を
お
持
ち
の
人
は

七
月
三
十
一
日
が
使
用
期
限
で

す
の
で
、必
要
な
人
は
新
た
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、新

た
に
必
要
に
な
っ
た
人
は
随
時

受
け
付
け
を
し
て
い
ま
す
の
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。認
定
さ

れ
た
場
合
、申
請
し
た
月
の
一

日
か
ら
使
用
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
市
民
課

◦
各
支
所
市
民
生
活
課

　

夏
野
菜
栽
培
講
座

　

夏
野
菜
の
管
理
と
秋
ま
き
野
菜

日　

時　

七
月
十
六
日
㈭

　

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時
三
十
分

場　

所　

山
陽
産
業
会
館
二
階

　

ふ
る
さ
と
交
流
室

講　

師

　

東
備
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

　

 

坂
本　

一
朗　

氏

対
象
者

　

生
産
者
お
よ
び
予
定
者

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
本
庁
産
業
振
興
課

　

ナ
ス
栽
培
現
地
見
学
会

　

現
地
ナ
ス
栽
培
ほ
場
で
、栽

培
状
況
を
見
学
し
な
が
ら
ナ
ス

生
産
者
と
情
報
交
換
し
、ナ
ス

栽
培
に
関
す
る
理
解
を
深
め
ま

す
。

日　

時　

七
月
二
十
五
日
㈯

　

午
前
九
時
～
十
一
時

場　

所

　

赤
坂
支
所
に
集
合
後
、現
地
畑

（
小
原
地
域
）に
移
動

対　

象　

赤
磐
市
在
住
の
人
で
、

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

露
地
ナ
ス
生
産
出
荷
に
興
味

　

の
あ
る
人

参
加
費　

無
料

申
込
締
め
切
り

　

七
月
二
十
二
日
㈬

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
本
庁
産
業
振
興
課

◦
東
備
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６
９（
９
２
）５
１
７
８

　

集
落
と
農
地
を
守
る
勉
強
会

　

耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
今
日
、集
落
の
維

持
や
農
地
を
守
っ
て
い
こ
う
と

す
る
取
り
組
み
が
県
内
各
地
で

始
ま
っ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
地
域

の
皆
さ
ん
で
集
落
の
こ
れ
か
ら

を
考
え
て
い
た
だ
く
き
っ
か
け

と
し
て「
集
落
営
農
」の
基
本
的

な
考
え
方
と
取
り
組
み
手
順
に

つ
い
て
学
ぶ
勉
強
会
を
開
催
し

ま
す
。

日　

時

◦
第
一
回
…
七
月
十
五
日
㈬

◦
第
二
回
…
八
月
二
十
六
日
㈬

◦
第
三
回
…
十
一
月
中
旬（
予
定
）

◦
第
四
回
…
十
二
月
十
六
日
㈬

　

い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分

～
三
時
三
十
分

※
第
三
回
の
み
午
後
四
時
三
十

分
ま
で

場　

所　

山
陽
産
業
会
館

　
（
第
三
回
の
み
く
ま
や
ま
ふ

　

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
）

内　

容

◦
第
一
回
…
集
落
の
実
態
と
今

後
に
つ
い
て

◦
第
二
回
…
地
域
で
取
り
組
む

内
容
と
手
順
に
つ
い
て

◦
第
三
回
…
県
内
の
先
進
事
例

に
学
ぶ
研
修
会

◦
第
四
回
…
組
織
設
立
の
準
備

と
実
務
に
つ
い
て

対　

象

　

赤
磐
市
在
住
の
農
業
者

申
し
込
み
方
法

　

本
庁
産
業
振
興
課
、各
支
所

産
業
建
設
課
お
よ
び
Ｊ
Ａ
岡
山

東
各
基
幹
支
店
に
あ
る
申
込
用

紙
に
、必
要
事
項
を
記
入
し
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
締
め
切
り　

七
月
七
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
産
業
振
興
課

　

ガ
ラ
ス
玉
作
り

　

― 

資
料
館
講
座 

―

　

色
と
り
ど
り
の
ガ
ラ
ス
棒
を

バ
ー
ナ
ー
で
溶
か
し
て
玉
を
作

り
ま
す
。色
を
組
み
合
わ
せ
て

国
保
・
年
金

募

集

ト
ン
ボ
玉
に
も
挑
戦
！

　

古
代
の
人
々
の
技
術
を
体
験

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　

時　

七
月
十
八
日
㈯

　

午
前
九
時
三
十
分
～
正
午

場　

所

　

山
陽
郷
土
資
料
館
集
合
、高

陽
中
学
校
第
一
理
科
室

定　

員　

三
十
人（
要
申
込
）

参
加
費　

実
費
三
百
円

対　

象　

小
学
生
以
上

申
し
込
み
方
法

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

　

六
月
三
十
日
㈫
～
七
月
十
五
日
㈬

※
火
を
使
用
し
ま
す
の
で
小
学

生
は
保
護
者
同
伴
で
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先　

◦
山
陽
郷
土
資
料
館



　午後6時から特設ステージでの郷土芸能などの披露や
各種団体による模擬店などの出店があり、午後8時10分か
らは2300発の花火が夜空を彩ります。皆さんお誘い合わ
せの上お越しください。

●日　時／8月8日㈯ 午後6時〜9時
　　　　　※雨天の場合は、8月9日（日）に順延となります。

●場　所／赤磐市くまやま水辺の楽校
　　　　　（赤磐市千躰地区の吉井川河川敷）

●問い合わせ先／本庁産業振興課 ☎955-6175

※詳しくは、8月号でお知らせします。

豊田小学校
コンビニ

松本交差点

P

熊山駅

熊山橋
吉井川

JR山陽本線

赤磐市熊山支所

熊山工業
団地内

くまやま水辺の楽校

→　
至 和気町

  ←
至 岡山市

赤磐市花火大会開催第 4 回
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救
命
講
習
へ
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

救
命
の
主
役
は
あ
な
た
で
す
！

　

大
切
な
人
・
大
切
な
命
を
守

る
た
め
に
、適
切
な
応
急
手
当

て
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
せ

ん
か
。年
齢
・
性
別
は
問
い
ま
せ

ん
。奮
っ
て
の
受
講
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

日　

時　

七
月
二
十
六
日
㈰

　

午
前
九
時
～
正
午

場　

所　

赤
磐
市
消
防
本
部

受
講
人
数　

十
人
程
度

申
込
締
め
切
り　

　

七
月
十
五
日
㈬

参
加
費　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

◦
消
防
本
部
警
防
課
救
急
係

　

消
費
生
活
講
座

日　

時　

七
月
二
十
四
日
㈮

　

午
後
一
時
三
十
分
～
三
時

場　

所

　

岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

研
修
室

内　

容

　

金
融
取
引
の
基
礎
知
識

講　

師　

　

㈳
岡
山
県
銀
行
協
会

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
岡
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
６（
２
２
６
）１
０
１
９

　

親
子
で
せ
っ
け
ん
作
り

　

廃
油
で
作
る
環
境
に
や
さ
し

い
せ
っ
け
ん
作
り
を
体
験
し
ま

せ
ん
か
。

日　

時　

七
月
二
十
七
日
㈪　

　

午
前
九
時
三
十
分
～
正
午

場　

所

　

中
央
公
民
館
調
理
室

持
参
品

　

エ
プ
ロ
ン
、マ
ス
ク
、軍
手

参
加
費　
一
人
百
円

※
作
業
の
で
き
る
服
装
で
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

※
小
学
三
年
生
以
下
の
子
ど
も

の
場
合
は
、保
護
者
も
一
緒

に
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
締
め
切
り

　

七
月
二
十
二
日
㈬

申
し
込
み
先

◦
赤
磐
市
消
費
生
活
問
題

　

研
究
協
議
会
山
陽
班

　
（
本
庁
協
働
推
進
室
内
）

　

石
の
懸
樋
パ
ネ
ル
展

　

田
原
用
水
を
通
す
た
め
に
小

野
田
川
に
架
け
ら
れ
た
石
の
懸

樋（
県
重
文
）の
解
体
・
保
存
さ

れ
る
以
前
の
姿
や
、移
築
復
元

中
の
様
子
を
写
真
パ
ネ
ル
で
紹

介
し
ま
す
。

期　

間　

七
月
一
日
㈬
～

　

八
月
三
十
一
日
㈪

場　

所

　

熊
山
公
民
館
一
階
ロ
ビ
ー

問
い
合
わ
せ
先

◦
山
陽
郷
土
資
料
館

　

山
陽
中
継
局
開
局

　

― 

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送 

―

　

八
月
中
に
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
の
山
陽
中
継
局（
善
応
寺
山
）

が
開
局
の
予
定
で
す
。

　

地
デ
ジ
に
つ
い
て
の
ご
相
談

は
、総
務
省
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
で

一
括
し
て
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
５
７
０（
０
７
）０
１
０
１

〈
平
日
〉

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ



日　時／8月4日㈫ 午前9時40分〜
　　　　※赤磐警察署交通講話

場　所／高陽中学校 格技場
　　　　※スリッパをご持参ください

◇対　　談
　「柔の道を通して」 
　〜人間関係＝信頼関係〈社会のルールを守ること〉〜
　　人間関係を築き、そして信頼関係を深め、人として社会を生き抜く

　ことは、「ルールを守り、あきらめず、互いに切磋琢磨することです」

　　■オリンピック金メダリスト　柔道家　古賀 稔彦 氏
　　■村山 仁久赤磐警察署署長　■井上 稔朗赤磐市長

◇柔道教室
　　■高陽中・桜が丘中・磐梨中柔道部員　■山陽柔道教室生

― 古賀稔彦氏プロフィール ―
◦1967年／佐賀県に生まれる
◦1992年／バルセロナオリンピック71㌔金メダル
◦2002年／子どもの人間育成のため『古賀塾』を開塾
◦2004年／アテネオリンピックで、まな弟子・谷本歩実 

選手（金メダリスト）のコーチとして脚光を浴びる
◦2007年／ＩＰＵ環太平洋大学体育学部体育学科柔道

部総監督に就任
◦現在／弘前大学大学院研究科博士課程を習得中

交 通 安 全 啓 発 事 業 赤磐市交通安全対策協議会・赤磐市山陽地域区長会
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※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

午
前
九
時
～
午
後
九
時

〈
土・日
祝
日
〉

　

午
前
九
時
～
午
後
六
時

※
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
、右
記
番
号

で
つ
な
が
ら
な
い
場
合
は
、

　

☎
０
３（
４
３
３
４
）１
１
１
１

　

経
済
セ
ン
サ
ス‐基
礎
調
査

　

総
務
省
統
計
局
で
は
、七
月
一

日
現
在
で
、経
済
セ
ン
サ
ス‐
基

礎
調
査
を
全
国
一
斉
に
行
い
ま

す
。

　

こ
の
調
査
は
、全
国
の
事
業

所
・
企
業
の
活
動
状
況
を
把
握

す
る
た
め
に
、今
年
か
ら
新
た

に
行
わ
れ
ま
す
。調
査
の
対
象

と
な
る
事
業
所
に
は
、調
査
員

が
調
査
票
を
持
っ
て
伺
い
ま
す

の
で
、調
査
票
へ
の
ご
記
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
を
ほ
か
に
漏
ら
し
た

り
、統
計
以
外
の
目
的
に
使
用

し
た
り
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ

り
ま
せ
ん
の
で
、安
心
し
て
ご

記
入
く
だ
さ
い
。皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

◦
本
庁
企
画
課

　

臨
時
休
館
の
お
知
ら
せ

　

吉
井
郷
土
資
料
館
は
外
壁
塗

装
工
事
の
た
め
一
時
休
館
し
ま

す
。

期　

間　

七
月
十
五
日
～
十
月

　

二
十
二
日（
予
定
）

問
い
合
わ
せ
先

◦
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

文
化
財
係

　

お
盆
の
し
尿
収
集
休
業
日

　

お
盆
の
し
尿
収
集
に
つ
い
て

は
、次
の
と
お
り
休
業
し
ま
す
。

な
お
、八
月
の
し
尿
く
み
取
り

申
し
込
み
は
、七
月
二
十
七
日

㈪
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す
。

休
業
日

　

八
月
十
四
日
㈮
～
十
六
日
㈰

問
い
合
わ
せ
先

◦
和
気・赤
磐
し
尿
処
理
施
設

　
一
部
事
務
組
合

　

☎
０
８
６
９（
９
２
）０
８
０
８

◦
キ
ョ
ク
ト
ウ
㈲

　

☎（
９
５
２
）０
３
８
４

　

雇
用
保
険
制
度
が

　
　

変
わ
り
ま
し
た
！

◆
四
月
一
日
か
ら
短
時
間
就
労

者
、派
遣
労
働
者
の
雇
用
保

険
の
適
用
範
囲
を
拡
大
し
ま

し
た
。

　

旧
：
一
年
以
上
の
雇
用
見
込

み
が
あ
る
こ
と
。

　

新
：
六
カ
月
以
上
の
雇
用
見

込
み
が
あ
る
こ
と
。

※「
一
週
間
当
た
り
の
所
定
労

働
時
間
が
二
十
時
間
以
上
で

あ
る
こ
と
」は
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ

◆
平
成
二
十
一
年
度
に
限
り
雇

用
保
険
料
率
が
〇
・四
㌫（
労

使
折
半
〇
・二
㌫
ず
つ
）引
き

下
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、岡
山
労
働
局
労

働
保
険
徴
収
室
ま
た
は
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
へ

問
い
合
わ
せ
先

◦
岡
山
労
働
局
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
８
６（
２
２
５
）２
０
１
２

◦
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
和
気

　

☎
０
８
６
９（
９
３
）１
１
９
１

◦
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
備
前

　

☎
０
８
６
９（
６
４
）２
３
４
０



火　　災　　別
計

救　　急　　別
計

建物 林野 車両 その他 交通 急病 一般 その他

本署 0
（2）

0
（1）

1
（3）

0
（3）

1
（9）

10
（47）

32
（188）

15
（55）

11
（68）

68
（358）

東出
張所

0
（2）

0
（1）

0
（0）

1
（2）

1
（5）

7
（17）

17
（69）

10
（22）

3
（16）

37
（124）

北出
張所

0
（1）

0
（1）

0
（0）

0
（3）

0
（5）

4
（10）

5
（68）

3
（16）

1
（11）

13
（105）

計 0
（5）

0
（3）

1
（3）

1
（8）

2
（19）

21
（74）

54
（325）

28
（93）

15
（95）

118
（587）

■平成21年赤磐市火災・救急発生状況（5月）

※（　）にあっては平成21年の累計を示す

総件数 人身
件数

死亡
者数

重傷
者数

軽傷
者数

物損
件数

21年5月中 90 37 0 3 40 53 
20年5月中 69 30 0 1 39 39 
増          減 ＋21 ＋7 ±0 ＋2 ＋1 ＋14 
21年5月末 419 137 0 19 147 282 
20年5月末 440 128 0 12 164 312 
増          減 -21 ＋9 ±0 ＋7 -17 -30 

■平成21年赤磐市交通事故発生状況（5月）

それぞれの対象者に実施する健診についてご案内します。
自分はどの健診を受ければいいか、下の表でご確認ください。

※各種がん検診は今までどおりです。
※4月に実施した基本チェックリストに基づき、生活機能評価（介護予

防健診）を65歳以上の対象者にご案内します。

●問い合わせ先／本庁市民課国保年金係、健康増進課、介護保険課
　　　　　　　　各支所市民生活課、健康福祉課

40～74歳の人 75歳以上の人
（健診終了までに７５歳になる人を含む）

加入している健康保険 4月に介護保険課より発送
した基本チェックリストで
健診を希望されましたか？

加入してい
る保険者か
ら案内が届
きます。

市から健診の案
内が届きます(７
月初旬の予定で
す）。詳細につい
ては、その案内
をご覧ください。

健診を希望
される人は
健康増進課
にお問い合
せください。

国民健康
保険以外

国民健康
保険 した しない

特 定 健 康 診 査 ・ 健 康 診 査 ・ 生 活 機 能 評 価
（40歳〜74歳対象） （75歳以上対象） （65歳以上対象）
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赤
木
か
ん
子
講
演
会

　

東
備
地
域
の
赤
磐
市
・
瀬
戸

内
市・備
前
市・和
気
町
の
三
市
一

町
で
作
る「
子
ど
も
の
読
書
活

動
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
あ
せ
び
わ
」

で
は
、子
ど
も
の
読
書
に
関
心

を
お
持
ち
の
人
を
対
象
に
次
の

と
お
り
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、ご

参
加
く
だ
さ
い
。（
託
児
付
）

日　

時　

七
月
十
五
日
㈬

　

午
前
十
時
～
正
午

場　

所　

　

リ
フ
レ
セ
ン
タ
ー
び
ぜ
ん

　
（
備
前
市
伊
部
二
二
六
四
ノ
二
）

演　

題

　
『
子
ど
も
の
読
書
』

講　

師　

　

児
童
文
学
評
論
家

　

赤
木　

か
ん
子　

先
生

定　

員　

二
百
人（
先
着
）

参
加
費　

無
料

申
し
込
み
方
法

　

備
前
市
教
育
委
員
会
生
涯
学

習
課
へ
電
話
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。な
お
、託
児
希
望
の
人

は
、参
加
申
し
込
み
の
と
き
に

併
せ
て
お
願
い
し
ま
す
。（
先
着

二
十
人
）

申
し
込
み
受
け
付
け

　

七
月
一
日
㈬
～

問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先

◦
備
前
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

　

☎
０
８
６
９（
６
４
）１
８
４
１

　
（
土・日
を
除
く
午
前
八
時
三

※
市
役
所
関
係
の
問
い
合
わ
せ
先
な
ど
の
電
話
番
号
は
、二
十
ペ
ー
ジ
右
端
の
電
話
番
号
一
覧
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

十
分
～
午
後
五
時
）

　

腕
に
職（
技
）を
つ
け
ま
せ
ん
か

　

北
部
高
等
技
術
専
門
校
で
は
、

離
転
職
者
を
対
象
に
次
の
と
お

り
受
講
生
を
募
集
し
ま
す
。

科　

目

◦
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科

◦
Ｏ
Ａ
事
務
科

◦
福
祉
ヘ
ル
パ
ー
科

授
業
料　

無
料

募
集
期
間

　

八
月
二
十
六
日
㈬
ま
で

試
験
日　

 

九
月
七
日
㈪

合
格
発
表　

九
月
十
五
日
㈫

問
い
合
わ
せ
先

◦
公
共
職
業
安
定
所

◦
北
部
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
８
６
８（
２
６
）１
１
２
５

申
し
込
み
先

◦
公
共
職
業
安
定
所
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『高齢者・障がい者なんでも相談会 in 東備』 開催のお知らせ
　東備地域在住の住民を対象に、高齢者や障害者などが安心
して地域で生活できるように、法律や福祉などに関する相談
を受ける『高齢者・障がい者なんでも相談会』が東備地域で開
催されます。
　また、当日は相談会だけでなく、午後1時から司法書士によ
る「どんなときに成年後見制度を利用したらいいの？」という
テーマでの講座も同時に開催します。

▶日　　時／7月25日（土）　午前10時～午後3時　
　　
▶場　　所／和気町総合福祉センター（和気町尺所555）
　　　　　　※ＪＲ和気駅からタクシー5分。徒歩15分。
　　　　　　　駐車場は和気町役場駐車場をご利用ください。

▶相 談 員／弁護士、司法書士、介護支援専門員などの専門家が相談に応じます。

▶相 談 料／無料　　　▶予　  約／必要なし　　　▶時間制限／なし

▶電話相談／開催時間中は電話での相談も可能。当日、電話での相談は☎０７０-５０４２‐９２５３

康
健

Vol.

51

わ
た
し
の

あ
な
た
の

年
一
回
は
、乳
が
ん
検
診
受
け
、

月
一
回
の
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
を
！

今
、日
本
女
性
の
二
十
人
に
一
人
が
乳

が
ん
に
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

亡
く
な
る
人
は
年
々
増
加
し
、一
年
間
に
約

一
万
人
で
、そ
の
約
半
数
が
三
十
歳
代
か
ら

五
十
歳
代
で
す
。こ
こ
三
十
年
の
乳
が
ん
の

急
激
な
増
加
は
、食
生
活
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
の
変
化
が
女
性
ホ
ル
モ
ン
の
分
泌
に
影
響

し
て
い
る
た
め
と
み
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
乳
が
ん
は
、乳
腺
に
発
症
す
る
悪
性
腫
瘍

で
す
。症
状
は
、痛
み
、血
液
が
混
じ
っ
た
よ

う
な
分
泌
物
が
で
る
、乳
首
の
た
だ
れ
、皮

膚
の
く
ぼ
み
、わ
き
の
下
の
し
こ
り
な
ど
、実

に
さ
ま
ざ
ま
で
す
。

　
乳
が
ん
の
初
期
に
は
、食
欲
が
減
っ
た
り
、

体
調
が
悪
く
な
っ
た
り
す
る
な
ど
の
全
身
症

状
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。気
づ
か
ず
に

そ
の
ま
ま
放
置
し
て
お
く
と
、乳
腺
の
外
に

ま
で
が
ん
細
胞
が
増
殖
し
血
管
や
リ
ン
パ
管

を
通
っ
て
全
身
へ
と
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。乳

房
の
わ
ず
か
な
変
化
を
見
逃
さ
な
い
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
早
期
発
見
の
た
め
に
は
、自
己
検
診（
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
）や
定
期
の
検
診
を
受
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。早
期
発
見
で
あ
れ
ば
、ほ

と
ん
ど
の
人
が
治
り
ま
す
。

　
ま
ず
は
、セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
か
ら
始
め
ま
し

ょ
う
。乳
が
ん
は
身
体
の
表
面
に
近
い
部
分

に
発
症
す
る
た
め
、観
察
し
た
り
触
れ
た
り

す
る
こ
と
で
、自
分
で
も
発
見
で
き
る
が
ん

の
一
つ
で
す
。

　
生
理
が
始
ま
っ
て
一
週
間
前
後
の
乳
房
の

は
り
や
痛
み
が
な
く
な
り
や
わ
ら
か
い
状
態

の
と
き
、ま
た
閉
経
後
の
人
は
、毎
月
一
回
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
の
日
を
決
め
て
行
い
ま
し
ょ

う
。そ
し
て
定
期
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、視
触
診
は
三
十
歳
か
ら
、マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
ー
検
査
は
、市
の
視
触
診
を
受
け

た
四
十
歳
以
上
の
人
を
対
象
と
し
て
、七
月

か
ら
九
月
ま
で「
乳
が
ん
検
診
」を
実
施
し

ま
す
。詳
し
い
日
程
は「
け
ん
こ
う
カ
レ
ン
ダ

ー
」と「
広
報
あ
か
い
わ
六
月
号
」を
ご
覧
く

だ
さ
い
。こ
の
検
診
を
併
用
し
て
受
診
す
る

こ
と
は
、乳
が
ん
を
早
期
に
発
見
し
、死
亡

率
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
有
効
で
す
。ぜ
ひ

受
診
し
ま
し
ょ
う
。 
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このコーナーでは、
皆さんからの投稿を
お待ちしています。

秘書課公聴広報係  ☎955-4770

　

有
馬
司
く
ん（
十
九
歳

／
赤
磐
市
周
匝
）は
、和
気

閑
谷
高
校
在
学
中
よ
り
倉

敷
守
安
ジ
ムへ
毎
日
通
い
今

日
ま
で
日
々
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
努
力
が
み
の
り
、平

成
十
九
年
八
月
に
プ
ロ
テ

ス
ト（
ラ
イ
ト
級
）に
合
格
。

五
月
五
日
、尼
崎
リ
サ
ー
チ

イ
ン
キ
ュベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
た
、西
日
本
新

人
王
予
選
会
で
プ
ロ
デ
ビ
ュ

ー
し
、一
ラ
ウ
ン
ド
一
分
五
十
八
秒
で
見
事
Ｋ
Ｏ
勝
ち
を
飾
り

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

プ
ロ
ボ
ク
サ
ー
誕
生

【
日
　
時
】八
月
五
日
㈬

　

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
零
時
三
十
分

【
場
　
所
】

　

赤
坂
公
民
館・赤
坂
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

【
内
　
容
】

　
「
災
害
に
強
く
な
ろ
う
!!
今
年
も
起
震
車
が
来
る
よ
！
」

　
　

○
防
災
に
関
す
る
講
話　
　

○
天
ぷ
ら
鍋
消
火
実
験

　
　

○
防
火
グ
ッ
ズ
の
展
示　

な
ど

【
対
　
象
】幼
児・小
学
生
と
そ
の
家
族

【
参
加
費
】一
人
百
円

【
申
込
締
め
切
り
日
】七
月
三
十
一
日
㈮

【
主
　
催
】赤
磐
市
女
性
の
会　
　

【
後
　
援
】赤
磐
市・赤
磐
市
教
育
委
員
会

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先
】

　

赤
坂
公
民
館 

☎（
９
５
７
）２
２
１
１

第
五
回 

夏
の
子
ど
も
フ
ェ
ス
ティ
バ
ル

　

日
本
の
伝
統
楽
器
で
あ
る「
箏・尺
八・三
絃
」同
好
者
の
相
互

交
流
と
合
奏
技
量
の
向
上
を
目
指
し
て
、流
派
不
問
で
合
同
研

修
会
を
開
催
し
ま
す
。

【
日
　
時
】八
月
九
日
㈰

　

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
三
時

【
場
　
所
】高
月
公
民
館（
穂
崎
）

【
参
加
費
】千
三
百
円（
弁
当
代
含
む・写
真
代
別
途
必
要
）

【
研
修
曲
】

　

○
夕
顔（
菊
岡
検
校
）　

○
編
曲
春
の
海（
野
村
祐
子
編
曲
）

　

○
尺
八
本
曲「
秋
晴
」（
蔭
山
許
山
）

【
主
　
催
】

　

○
赤
磐
三
曲
協
会

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

代
表
／
水
島 

☎（
９
５
５
）２
５
４
９

箏こ
と

・
尺
八
・
三さ

ん
げ
ん絃
合
同
研
修
会
の
お
知
ら
せ

　

五
月
三
十
一
日
、

愛
媛
県
松
山
市

で
開
催
さ
れ
た

精
神
障
害
者
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
競
技
の

中
国・四
国
ブ
ロッ

ク
予
選
大
会
に

岡
山
県
選
抜
チ

ー
ム〈
東
備
イ
ー

グ
ル
ス（
赤
磐
市
）

六
人
、Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
つ

つ
じ（
新
見
市
）

六
人
〉と
し
て
参

加
し
ま
し
た
。

　

優
勝
チ
ー
ム
は
、

新
潟
県
で
行
な

わ
れ
る「
全
国
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」へ
の
出
場
権
が
与
え
ら
れ
ま
す
。昨

年
も
参
加
し
、決
勝
戦
で
高
知
県
に
敗
れ
て
い
ま
す
。今
年

こ
そ
は
と
意
気
込
ん
で
挑
み
、決
勝
戦
で
再
び
高
知
県
と
対

戦
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。結
果
は
準
優
勝
と
な
り
ま

し
た
が
、〇
―
二
で
敗
れ
た
昨
年
に
比
べ
一
―
二
と
接
戦
に

持
ち
込
む
こ
と
が
で
き
、技
術
面
、チ
ー
ム
ワ
ー
ク
と
も
に
確

実
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

来
年
の
予
選
は
岡
山
県
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。更

に
練
習
を
積
み
重
ね
、地
の
利
を
活
か
し
、優
勝
し
て
、千

葉
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
の
切
符
を
つ
か
み
取
り
た

い
で
す
。支
援
、応
援
し
て
下
さ
っ
た
す
べ
て
の
人
に
心
か
ら

感
謝
し
ま
す
。

（
東
備
イ
ー
グ
ル
ス
）

第
九
回
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会(

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技)

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
予
選
会
準
優
勝



栄養委員の栄養委員の栄養委員の

一口メモ一口メモ一口メモ
ねばねば梅そば

●活動紹介
　栄養委員会では小さいときから食べ物を「作る力」「選ぶ力」を育てよ
うと、地域や学校などと協力して子どもの料理教室を開催しています。
　夏休みを間近に控え、子どもたちに健康のことも考えた料理を伝え
ようと、研修を実施し、メニューの検討も行っています。
　近くで教室が開催されるときにはぜひご参加ください。
　

◆材料（2人分） ※1人分544㌔㌍

　●そば（乾麺）…200㌘　　●納豆…1パック

　●梅干し（大）…1～2個　　●長いも…10㌢

　●オクラ…3本　　●生わかめ…20㌘

　●紅しょうが…少々　　●市販めんつゆ…適量

◆作り方

①　そばはたっぷりの熱湯で袋の表示どおりにゆで、

　　流水で洗ってぬめりをとっておく。

②　梅干しは種を取って細かくたたく。

　　長芋は皮をむき、長さ５㌢の細切りに、オクラは

　　塩を入れた熱湯でさっとゆでてへたを取り、小口

　　切りにする。

　　わかめは水洗いして一口大に切る。

③ 器にそばを盛り、②と納豆、紅しょうがをのせ、め

　　んつゆをかける。

　汗をかくことの多いこの季節。疲れる、だ
るい、やる気がないなど、いわゆる「夏ばて」
の症状が現れます。
　夏ばて防止に「気」を補うねばねばしたも
のを食べましょう。

簡
単
な
の
で
、皆
さ
ん
も

ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

み
て
く
だ
さ
い
ね
。

（献立提供：山陽支部栄養委員会）
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サ
イ
ト
運
営
者
必
修
！
売
れ
る
Ｈ
Ｐ
、売
れ
る
デ
ジ
カ
メ
撮
影
の
ノ
ウ
ハ
ウ

を
全
七
回
の
講
習
で
学
べ
ま
す
。

【
日
　
時
】　

　

七
月
二
十
四
日
㈮
、二
十
五
日
㈯
、八
月
一
日
㈯
、五
日
㈬
、

　

九
月
五
日
㈯
、十
月
二
十
二
日
㈭
、十
二
月
十
七
日
㈭

　
（
詳
し
く
は
、赤
磐
商
工
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
）

【
場
　
所
】山
陽
産
業
会
館（
赤
磐
市
下
市
三
五
七
ノ
七
）

【
対
　
象
】

　

ご
自
身
で
商
用
の
Ｈ
Ｐ
や
ブ
ロ
グ
を
運
営
し
て
い
る
事
業
者

【
定
　
員
】十
五
人
限
定（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

【
参
加
費
】五
千
円（
全
七
回
分・教
材
費
込
み
）

【
申
込
締
め
切
り
日
】　

七
月
二
十
一日
㈫

【
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
先
】

　

赤
磐
商
工
会 

☎（
９
５
５
）０
１
４
４

赤
磐
商
工
会「
売
れ
る
ネ
ッ
ト
シ
ョッ
プ
に
す
る
た
め
の
講
習
会
」

【
日
　
時
】

　
七
月
二
十
五
日（
土
） 

午
後
六
時
～
九
時

　
（
雨
天
の
場
合
は
七
月
二
十
六
日
に
順
延
）

【
場
　
所
】弥
生
公
園（
山
陽
二
丁
目
）

【
内
　
容
】

○
子
ど
も
と
う
ろ
う
…「
ぼ
く
の
、わ
た
し
の
好
き
な
も
の
」を
テ
ー
マ
に
小

学
生
以
下
が
作
品
を
出
展

○
子
供
行
事
…
山
陽
桜
保
育
園
児・山
陽
西
幼
稚
園
児・山
陽
西
小
学
校

児
童
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト

○
盆
踊
り
…
弥
生
音
頭・備
前
四
ツ
拍
子・炭
坑
節・ヤ
ト
サ
な
ど

○
模
擬
店
…
お
で
ん
、焼
き
そ
ば
、ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
、バ
ザ
ー
ほ
か

○
お
楽
し
み
抽
選
会

【
主
　
催
】山
陽
連
合
町
内
会（
担
当
四
丁
目
町
内
会
）

【
後
　
援
】赤
磐
市

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

山
陽
連
合
町
内
会
長・末
本
敏
之 

☎（
９
５
５
）０
７
６
０

第
三
十
八
回
山
陽
夏
祭
り



広報あかいわ（平成21年7月号）30

優
れ
た
芸
術
に
触
れ

桜
が
丘
小
で
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ
ー
ト

　
五
月
二
十
日
㈬
、桜
が
丘
小
学
校
で
岡
山

フィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
管
弦
楽
団
メ
ン
バ
ー
を
招

い
て
の
ス
ク
ー
ル
コ
ン
サ

ー
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、岡
山
県
教
育

委
員
会
な
ど
が
青
少

年
に
優
れ
た
芸
術
に

接
す
る
機
会
を
提
供

す
る
事
業
の
一
環
と
し

て
実
施
さ
れ
、当
日
は

保
護
者
や
地
域
の
人

も
児
童
と
一
緒
に
鑑

賞
し
ま
し
た
。

　「
ラ
デ
ツ
キ
ー
行
進

曲
」で
は
、児
童
が
指

揮
者
に
な
っ
て
参
加

し
、ゆ
っ
く
り
タ
ク
ト

（
指
揮
棒
）を
振
る

と
、演
奏
も
ゆ
っ
く

り
に
な
っ
て
い
き
、会
場
を
楽
し
ま
せ
て
い

ま
し
た
。ま
た「
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」の

演
奏
で
は
み
ん
な
で
一
緒
に
歌
い
、と
て
も

楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
に
な
り
ま
し
た
。

　
児
童
か
ら
は「
い
ろ
ん
な
楽
器
や
い
ろ
ん

な
音
が
あ
っ
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。は

じ
め
て
み
た
楽
器
が
あ
っ
た
の
で
び
っ
く
り

し
ま
し
た
」「
す
ご
い
音
色
で
、と
て
も
気

持
ち
が
よ
く
て
う
っ
と
り
し
ま
し
た
」と
い

っ
た
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

賢
い
消
費
者
に
な
る
た
め
に

第
五
回
赤
磐
市
消
費
生
活
問
題

研
究
協
議
会
総
会
開
催

　
五
月
二
十
二
日
㈮
、熊
山
公
民
館
で
第
五
回
赤

磐
市
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会
総
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
総
会
終
了
後
に
は
、健
康
運
動
指
導
士
の
赤

堀
静
枝
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
い
き
い
き
と
し
た
生

活
を
送
る
た
め
に
」と
題
し
た
講
演
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
赤
磐
市
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会
は
、賢

い
消
費
者
に
な
る
た
め
に
、講
習
会
や
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。関
心
の
あ
る
人
は
お
近
く
の
会

員
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

5月

6月

ま ち の わ だ い

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　
五
月
二
十
五
日
㈪
、環

境
衛
生
改
善
事
業
功
労
等

の
表
彰
式
が
ピ
ュ
ア
リ
テ
ィ

ま
き
び
で
行
わ
れ
、赤
磐
市

で
は
次
の
皆
さ
ん
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

◇
環
境
衛
生
改
善
地
区

　
育
成
功
労
環
境
衛
生

　
協
会
長
表
彰

　
大
石
惠
一（
弥
上
）

　
森
本
良
一（
酌
田
）

　
青
木
健
二（
円
光
寺
）

山
陽
西
小
学
校
で
食
育
参
観
日

食
育
月
間
の
取
り
組
み

　
六
月
四
日
㈭
、山
陽
西
小
学
校
で
六
月
の

食
育
月
間
に
ち
な
ん
で
、食
育
参
観
日
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　
三
年
生
は「
３
つ
そ
ろ
っ
て
元
気
な
体
！
」

を
テ
ー
マ
に
、栄
養
教
諭
が
、赤
・
黄
・
緑
に

色
々
な
食
品
を
分
け
た
り
し
な
が
ら
、子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
食
べ
物
の
栄
養
の
秘
密
を

考
え
る
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

　
六
年
生
は「
夏
を
乗
り
切
れ
！
お
や
つ
編
」

を
テ
ー
マ
に
、お
菓
子
に
含
ま
れ
て
い
る
油
の

量
を
調
べ
る
実
験
を
行
い
、お
菓
子
に
は
予
想

外
の
脂
分
が
含
ま
れ
て
い
て
、食
べ
る
と
き
に

は
成
分
表
示
に
注
意
し
て
、選
ん
で
食
べ
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、当
日
は
一
年
生
の
保
護
者
を
対
象

に
給
食
試
食

会
を
行
っ
た

り
、Ｐ
Ｔ
Ａ
に

よ
る
食
育
紙

芝
居
を
し
た

り
し
て
、親
子

で
一
緒
に
食

育
を
考
え
る

時
間
に
な
り

ま
し
た
。

▶
受
賞
さ
れ
た
三
人

◀
講
師
の
話
に
聞
き
入
る
会
員

▼
こ
の
食
べ
物
は

ど
こ
の
部
屋
に
入

る
か
な
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▼
表
紙
を
飾
る
写
真
を
撮
ろ
う
と
、運

動
会
へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。児
童
・
生

徒
の
体
力
低
下
が
不
安
視
さ
れ
る
昨

今
で
す
が
、さ
ま
ざ
ま
な
競
技
で
額
に

汗
を
浮
か
べ
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
る
姿

を
見
て「
赤
磐
市
内
の
児
童
・
生
徒
は

大
丈
夫
」
と
、安
堵
感
を
覚
え
ま
し
た
。

と
同
時
に「
自
分
も
約
三
十
年
前
は
こ

う
だ
っ
た
の
か
な
」と
懐
か
し
く
も
感

じ
ま
し
た
。

▼
六
月
初
旬
、こ
の
時
季
の
風
物
詩
で

あ
る
蛍
の
観
賞
と
写
真
撮
影
の
た
め

に
吉
井
地
域
の
滝
山
川
へ
行
っ
て
き
ま

し
た
。舞
っ
て
い
る
蛍
の
数
は
昨
年
ほ

ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、そ
れ

で
も
や
は
り
蛍
の
放
つ
光
は
と
て
も

幻
想
的
で
癒
さ
れ
る
も
の
で
し
た
。

（
ア
ー
ル・
え
む
）

編

集

後

記

交通安全願い
◎高陽中で自転車の点検整備
　5月1日㈮、高陽中学校で、赤磐警察署、岡山県自転車
軽自動車商協同組合赤磐支部、サイクルリーダーが生徒
の自転車の点検整備を行い、
自転車に乗る前にはブレー
キやタイヤの点検整備を心
がけるよう下校する生徒に呼
びかけました。
　また5月25日㈪の交通安
全日には同校で、赤磐警察署、赤磐交通警察協助員、サ
イクルリーダーが、登校する生徒へ、夕暮れ時は夜光タス
キを着用し、自転車に乗るときは十分な安全確認と思い
やりの気持ちを忘れないよう呼びかけました。

◎シルバー交通安全セミナー実施
　5月18日㈪、岡山自動車
教習所で、立川悠遊クラブ
（老人クラブ）14人が参加し、
道路横断の判断、自動車の
死角、発炎筒点火、急ブレー
キなどの体験をしました。参
加者は教習所指導員の話を熱心に聞いていました。

◎桜が丘西連合大運動会で交通安全啓発
　5月24日㈰、山陽東小学
校で開催された桜が丘西連
合大運動会で交通安全啓発
を実施しました。
　開会式では赤磐警察署
交通課長が、「平成20年中、
赤磐市は県内で交通違反率がワースト1位です。第一当
事者になる率も高いので、安全運転を心がけてください」
と呼びかけました。
　また、夜光タスキやリストバンドなど約850本を参加者に
配布しました。

赤磐市代表チーム
指揮者の声高らかに「操作始め！」
　5月17日㈰、岡山県消防学校で第56回岡山県消防操
法訓練大会が行われ、赤磐市の代表として吉井方面隊
第一分団第三部が小型動力ポンプの部へ出場しました。
　当日は、地区大会を勝ち抜いた24チームが参加。惜し
くも入賞は逃しましたが、長期間の訓練の成果を発揮し、
チームワークに優れたきびきびとした操法を行いました。
＜出場選手＞
　吉井方面隊第一分団第三部（福田）
　◦指揮者…中原　哲哉
　◦一番員…井上　雅晶　◦二番員…中原　悟史
　◦三番員…平井　大三　◦補助員…平井　正広

女性消防団員も訓練披露！
「放水はじめ！」
　10月22日（木）に横浜市で開催される第19回全国女
性消防操法大会に岡山県代表として出場が決定してい
る、熊山方面隊女性部がはつらつとした動作で水出し操
法の訓練を披露しました。
　 女性団員は全国大会

での入賞に向け、現
在週2回、磐梨中学
校グラウンドで厳し
い訓練に取り組ん
でいます。

▶
指
揮
者
の
号
令
の
も
と
、

一
斉
に
操
作
を
開
始
す
る

福
田
チ
ー
ム

◀ポンプを操作し火点
　に向かってホースを
　延長する女性団員
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県
道
岡
山
吉
井
線

県
道
御
津
佐
伯
線

至
和
気
町

至
赤
磐
フ
ァ
ミ
リ
ー
公
園

サ
ッ
ポ
ロ
ワ
イ
ン

岡
山
ワ
イ
ナ
リ
ー

砂
川

天地神社

千田橋

軽部小
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■
天て

ん
ち地
神
社（
赤
磐
市
東
軽
部
）

　
赤
磐
市
に
は
大
小
あ
わ
せ
る
と

お
よ
そ
九
十
の
神
社
が
あ
り
、そ
れ

ぞ
れ
が
地
域
に
よ
っ
て
祭
ら
れ
て
い

ま
す
。軽
部
小
学
校
に
程
近
い
丘
の

上
に
あ
る
天
地
神
社
も
そ
の
中
の

ひ
と
つ
で
す
。

　
伊イ
ザ
ナ
ギ
ノ
ミ
コ
ト

弉
諾
尊
と
伊イ
ザ
ナ
ミ
ノ
ミ
コ
ト

弉
冉
尊
を
ま
つ

る
こ
の
神
社
に
は
二
基
の
鳥
居
が

あ
り
、礫
岩
製
の
神
明
鳥
居
の
額
に

「
福
井
八
幡
宮
」、も
う
ひ
と
つ
の

花
崗
岩
製
の
神
明
鳥
居
の
額
に
は

「
八
幡
宮
」と
見
え
ま
す
。「
慶
応
二

（
一
八
六
六
）丙
寅
氏
子
中
」と
刻

ま
れ
た
銘
や
、棟
札
か
ら
、江
戸
時

代
に
は
福
井
八
幡
宮
、ま
た
は
八
幡

宮
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

り
ま
す
。「
福
井
」は
神
社
周
辺
の
小

字
名
で
あ
り
、西
軽
部
、東
軽
部
、今

井
、南
佐
古
田
、北
佐
古
田
な
ど
周

辺
地
域
の
総
氏
神
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
明
治
時
代
に
入
り
、福
井
八
幡

宮
は「
天
地
神
社
」の
名
称
に
改
め

ら
れ
、明
治
四
十
年
に
は
村
社
格
と

な
り
ま
し
た
。西
大
寺
観
音
院
に

伝
わ
る
備
前
国
総
社
神
明
帳（
明

応
四
年〈
一四
九
五
〉）に「
正
五
位
上

天
地
ノ
明
神
」と
記
載
さ
れ
て
お
り
、

江
戸
時
代
よ
り
以
前
に「
天
地
」の

名
称
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。ま
た
写

本
で
あ
る
大
滝
本
に
も
同
様
に
記

さ
れ
て
お
り
、備
前
国
の
式
内
外
社

百
二
十
五
社
の
ひ
と
つ
と
し
て
歴
史

が
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
棟
札
社
記
に
よ
れ
ば
、天
文
十
一

年（
一
五
四
二
）備
前
に
侵
攻
し
て

き
た
尼
子
の
軍
勢
に
よ
り
社
殿

は
焼
失
し
て
し
ま
い
、天
文
十
六
年

（
一
五
四
七
）四
月
二
十
八
日
に
再

建
さ
れ
、遷
宮
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

天
正
十
五
年（
一
五
八
七
）豊
臣
秀

吉
が
弓
矢
を
奉
納
し
た
こ
と
な
ど

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
の
本
殿
は
三
間
社
流
造
り

の
銅
版
葺
き
、拝
殿
と
幣
殿
を
も

ち
、江
戸
時
代
に
は
神
楽
殿
も
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。神
輿
庫
に

は
立
派
な
御
神
輿
が
あ
り
、十
月
の

第
二
日
曜
日
に
行
わ
れ
る
秋
の
大

祭
に
は
東
軽
部
の
住
民
を
中
心
に

か
つ
ぐ
そ
う
で
す
。

　
祭
礼
の
と
き
以
外
は
施
錠
さ
れ

て
い
る
拝
殿
の
内
部
に
は
、江
戸

時
代
か
ら
現
代
に
至
る
扁
額
が
納

め
ら
れ
て
お
り
、江
戸
時
代
の
も
の

で
も
美
し
い
色
彩
を
残
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、製
作
年
代
や
素
材
は
は
っ
き

り
し
ま
せ
ん
が
、本
殿
の
内
陣
と
左

右
に
あ
る
こ
ま
犬
に
も
美
し
い
彩

色
が
施
さ
れ
て
お
り
、神
社
の
隆
盛

を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課
）

▲彩色の美しい内陣とこま犬

▲天地神社拝殿と本殿
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